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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サウンディングリファレンスシグナルを基地局装置へ送信する移動局装置であって、
　第１のパラメータおよび第２のパラメータが含まれる上位層の信号を受信する手段と、
　前記サウンディングリファレンスシグナルの送信を要求する情報が含まれ、物理上りリ
ンク共用チャネルのスケジューリングのために用いられる第１の下りリンク制御情報フォ
ーマットを受信する手段と、
　前記情報が含まれ、物理下りリンク共用チャネルのスケジューリングのために用いられ
る第２の下りリンク制御情報フォーマットを受信する手段と、
　前記情報を検出した場合に、前記第１のパラメータまたは前記第２のパラメータに基づ
いて前記サウンディングリファレンスシグナルを送信する手段と、を備え、
　前記第１のパラメータは、前記第１の下りリンク制御情報フォーマットに含まれる前記
情報の検出に基づく前記サウンディングリファレンスシグナルの送信に対して設定され、
　前記第２のパラメータは、前記第２の下りリンク制御情報フォーマットに含まれる前記
情報の検出に基づく前記サウンディングリファレンスシグナルの送信に対して設定される
　ことを特徴とする移動局装置。
【請求項２】
　サウンディングリファレンスシグナルを移動局装置から受信する基地局装置であって、
　第１のパラメータおよび第２のパラメータが含まれる上位層の信号を送信する手段と、
　前記サウンディングリファレンスシグナルの送信を要求する情報が含まれ、物理上りリ



(2) JP 5699136 B2 2015.4.8

10

20

30

40

50

ンク共用チャネルのスケジューリングのために用いられる第１の下りリンク制御情報フォ
ーマットを送信する手段と、
　前記情報が含まれ、物理下りリンク共用チャネルのスケジューリングのために用いられ
る第２の下りリンク制御情報フォーマットを送信する手段と、
　前記情報を送信した場合に、前記第１のパラメータまたは前記第２のパラメータに基づ
いて前記サウンディングリファレンスシグナルを受信する手段と、を備え、
　前記第１のパラメータは、前記第１の下りリンク制御情報フォーマットに含まれる前記
情報に基づく前記サウンディングリファレンスシグナルの送信に対して設定され、
　前記第２のパラメータは、前記第２の下りリンク制御情報フォーマットに含まれる前記
情報に基づく前記サウンディングリファレンスシグナルの送信に対して設定される
　ことを特徴とする基地局装置。
【請求項３】
　サウンディングリファレンスシグナルを基地局装置へ送信する移動局装置の通信方法で
あって、
　第１のパラメータおよび第２のパラメータが含まれる上位層の信号を受信し、
　前記サウンディングリファレンスシグナルの送信を要求する情報が含まれ、物理上りリ
ンク共用チャネルのスケジューリングのために用いられる第１の下りリンク制御情報フォ
ーマットを受信し、
　前記情報が含まれ、物理下りリンク共用チャネルのスケジューリングのために用いられ
る第２の下りリンク制御情報フォーマットを受信し、
　前記情報を検出した場合に、前記第１のパラメータまたは前記第２のパラメータに基づ
いて前記サウンディングリファレンスシグナルを送信し、
　前記第１のパラメータは、前記第１の下りリンク制御情報フォーマットに含まれる前記
情報の検出に基づく前記サウンディングリファレンスシグナルの送信に対して設定され、
　前記第２のパラメータは、前記第２の下りリンク制御情報フォーマットに含まれる前記
情報の検出に基づく前記サウンディングリファレンスシグナルの送信に対して設定される
　ことを特徴とする通信方法。
【請求項４】
　サウンディングリファレンスシグナルを移動局装置から受信する基地局装置の通信方法
であって、
　第１のパラメータおよび第２のパラメータが含まれる上位層の信号を送信し、
　前記サウンディングリファレンスシグナルの送信を要求する情報が含まれ、物理上りリ
ンク共用チャネルのスケジューリングのために用いられる第１の下りリンク制御情報フォ
ーマットを送信し、
　前記情報が含まれ、物理下りリンク共用チャネルのスケジューリングのために用いられ
る第２の下りリンク制御情報フォーマットを送信し、
　前記情報を送信した場合に、前記第１のパラメータまたは前記第２のパラメータに基づ
いて前記サウンディングリファレンスシグナルを受信し、
　前記第１のパラメータは、前記第１の下りリンク制御情報フォーマットに含まれる前記
情報に基づく前記サウンディングリファレンスシグナルの送信に対して設定され、
　前記第２のパラメータは、前記第２の下りリンク制御情報フォーマットに含まれる前記
情報に基づく前記サウンディングリファレンスシグナルの送信に対して設定される
　ことを特徴とする通信方法。
【請求項５】
　サウンディングリファレンスシグナルを基地局装置へ送信する移動局装置に搭載される
集積回路であって、
　第１のパラメータおよび第２のパラメータが含まれる上位層の信号を受信する機能と、
　前記サウンディングリファレンスシグナルの送信を要求する情報が含まれ、物理上りリ
ンク共用チャネルのスケジューリングのために用いられる第１の下りリンク制御情報フォ
ーマットを受信する機能と、
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　前記情報が含まれ、物理下りリンク共用チャネルのスケジューリングのために用いられ
る第２の下りリンク制御情報フォーマットを受信する機能と、
　前記情報を検出した場合に、前記第１のパラメータまたは前記第２のパラメータに基づ
いて前記サウンディングリファレンスシグナルを送信する機能と、を前記移動局装置に発
揮させ、
　前記第１のパラメータは、前記第１の下りリンク制御情報フォーマットに含まれる前記
情報の検出に基づく前記サウンディングリファレンスシグナルの送信に対して設定され、
　前記第２のパラメータは、前記第２の下りリンク制御情報フォーマットに含まれる前記
情報の検出に基づく前記サウンディングリファレンスシグナルの送信に対して設定される
　ことを特徴とする集積回路。
【請求項６】
　サウンディングリファレンスシグナルを移動局装置から受信する基地局装置に搭載され
る集積回路であって、
　第１のパラメータおよび第２のパラメータが含まれる上位層の信号を送信する機能と、
　前記サウンディングリファレンスシグナルの送信を要求する情報が含まれ、物理上りリ
ンク共用チャネルのスケジューリングのために用いられる第１の下りリンク制御情報フォ
ーマットを送信する機能と、
　前記情報が含まれ、物理下りリンク共用チャネルのスケジューリングのために用いられ
る第２の下りリンク制御情報フォーマットを送信する機能と、
　前記情報を送信した場合に、前記第１のパラメータまたは前記第２のパラメータに基づ
いて前記サウンディングリファレンスシグナルを受信する機能と、を前記基地局装置に発
揮させ、
　前記第１のパラメータは、前記第１の下りリンク制御情報フォーマットに含まれる前記
情報に基づく前記サウンディングリファレンスシグナルの送信に対して設定され、
　前記第２のパラメータは、前記第２の下りリンク制御情報フォーマットに含まれる前記
情報に基づく前記サウンディングリファレンスシグナルの送信に対して設定される
　ことを特徴とする集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基地局装置および移動局装置から構成される移動通信システムおよび通信方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project）は、Ｗ-ＣＤＭＡ（Wideband-Code D
ivision Multiple Access）と、ＧＳＭ（Global System for Mobile Communications）と
を発展させたネットワークを基本した移動通信システムの仕様の検討・作成を行なうプロ
ジェクトである。３ＧＰＰでは、Ｗ-ＣＤＭＡ方式が第３世代セルラー移動通信方式とし
て標準化され、順次サービスが開始されている。また、通信速度をさらに高速化させたＨ
ＳＤＰＡ（High-speed Downlink Packet Access）も標準化され、サービスが開始されて
いる。３ＧＰＰでは、第３世代無線アクセス技術の進化（以下、「LTE（Long Term Evolu
tion）」または「EUTRA（Evolved Universal Terrestrial Radio Access）」とも呼称す
る）、および、より広帯域な周波数帯域を利用して、さらに高速なデータの送受信を実現
する移動通信システム（以下、「LTE-A（Long Term Evolution-Advanced）」または「Adv
anced-EUTRA」とも呼称する）に関する検討が進められている。
【０００３】
　ＬＴＥにおける通信方式としては、互いに直交するサブキャリアを用いてユーザ多重化
を行なうＯＦＤＭＡ（Orthogonal Frequency Division Multiple Access）方式、および
、ＳＣ-ＦＤＭＡ（Single Carrier-Frequency Division Multiple Access）方式が検討さ
れている。すなわち、下りリンクでは、マルチキャリア通信方式であるＯＦＤＭＡ方式が
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、上りリンクでは、シングルキャリア通信方式であるＳＣ-ＦＤＭＡ方式が提案されてい
る。
【０００４】
　一方、ＬＴＥ-Ａにおける通信方式としては、下りリンクでは、ＯＦＤＭＡ方式が、上
りリンクでは、ＳＣ-ＦＤＭＡ方式に加えて、Ｃｌｕｓｔｅｒｅｄ-ＳＣ-ＦＤＭＡ（Clust
ered-Single Carrier-Frequency Division Multiple Access、DFT-s-OFDM with Spectrum
 Division Control、DFT-precoded OFDMとも呼称される）方式を導入することが検討され
ている。ここで、ＬＴＥおよびＬＴＥ-Ａにおいて、上りリンクの通信方式として提案さ
れているＳＣ-ＦＤＭＡ方式、Ｃｌｕｓｔｅｒｅｄ-ＳＣ-ＦＤＭＡ方式は、シングルキャ
リア通信方式の特性上（シングルキャリア特性によって）、データ（情報）を送信する際
のＰＡＰＲ（Peak to Average Power Ratio:ピーク電力対平均電力比、送信電力）を低く
抑えることができるという特徴を持っている。
【０００５】
　また、ＬＴＥ-Ａでは、一般的な移動通信システムで使用する周波数帯域は連続である
のに対し、連続および／または不連続な複数の周波数帯域（以下、「コンポーネントキャ
リア（CC:Component Carrier）」または「キャリアコンポーネント（CC:Carrier Compone
nt）」とも呼称する）を複合的に使用して、１つの広帯域な周波数帯域として運用する（
周波数帯域集約:Carrier aggregationとも呼称される）ことが提案されている。また、基
地局装置と移動局装置が、広帯域な周波数帯域をより柔軟に使用して通信するために、下
りリンクの通信に使用される周波数帯域と上りリンクの通信に使用される周波数帯域を異
なる周波数帯域幅とする（非対称周波数帯域集約:Asymmetric carrier aggregation）こ
とも提案されている（非特許文献1）。
【０００６】
　図８は、従来の技術における周波数帯域集約された移動通信システムを説明する図であ
る。図８に示されるような下りリンク（DL:Down Link）の通信に使用される周波数帯域と
上りリンク（UL:Up Link）の通信に使用される周波数帯域を同じ帯域幅とすることは、対
称周波数帯域集約（Symmetric carrier aggregation）とも呼称される。図８に示すよう
に、基地局装置と移動局装置は、連続および／または不連続な周波数帯域である複数のコ
ンポーネントキャリアを複合的に使用することによって、複数のコンポーネントキャリア
によって構成される広帯域な周波数帯域で通信を行なうことができる。
【０００７】
　図８では、例として、１００ＭＨｚの帯域幅を持った下りリンクの通信に使用される周
波数帯域（DLシステム帯域（幅）でも良い）が、２０ＭＨｚの帯域幅を持った５つの下り
リンクコンポーネントキャリア（DCC1:Downlink Component Carrier１、DCC2、DCC3、DCC
4、DCC5）によって構成されていることを示している。また、例として、１００ＭＨｚの
帯域幅を持った上りリンクの通信に使用される周波数帯域（ULシステム帯域（幅）でも良
い）が、２０ＭＨｚの帯域幅を持った５つの上りリンクコンポーネントキャリア（UCC1:U
plink Component Carrier1、UCC2、UCC3、UCC4、UCC5）によって構成されていることを示
している。
【０００８】
　図８において、下りリンクコンポーネントキャリアそれぞれには、物理下りリンク制御
チャネル（以下、PDCCH:Physical Downlink Control Channel）、物理下りリンク共用チ
ャネル（以下、PDSCH:Physical Downlink Shared Channel）等の下りリンクのチャネルが
配置される。
【０００９】
　基地局装置は、ＰＤＳＣＨを使用して送信される下りリンクトランスポートブロックを
送信するための下りリンク制御情報（DCI:Downlink Control Information）を、ＰＤＣＣ
Ｈを使用して移動局装置へ割り当て（スケジュールし）、ＰＤＳＣＨを使用して、下りリ
ンクトランスポートブロックを移動局装置へ送信する。ここで、図８において、基地局装
置は、同一サブフレームで、最大５つまでの下りリンクトランスポートブロック（PDSCH
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でも良い）を移動局装置へ送信することができる。
【００１０】
　また、上りリンクコンポーネントキャリアそれぞれには、物理上りリンク制御チャネル
（以下、PUCCH:Physical Uplink Control Channel）、物理上りリンク共用チャネル（以
下、PUSCH:Physical Uplink Shared Channel）等の上りリンクのチャネルが配置される。
【００１１】
　移動局装置は、ＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨを使用して、下りリンクのチャネ
ル状態を示すチャネル状態情報（CSI:Channel Statement Information）や、下りリンク
トランスポートブロックに対するＨＡＲＱにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ（肯定応答:Positiv
e Acknowledgement/否定応答:Negative Acknowledgement）を示す情報や、スケジューリ
ング要求（SR:Scheduling Request）などの上りリンク制御情報（UCI:Uplink Control In
formation）を基地局装置へ送信する。ここで、図８において、移動局装置は、同一サブ
フレームで、最大５つまでの上りリンクトランスポートブロック（PUSCHでも良い）を基
地局装置へ送信することができる。
【００１２】
　同様に、図９は、従来の技術における非対称周波数帯域集約された移動通信システムを
説明する図である。図９に示すように、基地局装置と移動局装置は、下りリンクの通信に
使用される周波数帯域と上りリンクの通信に使用される周波数帯域とを異なる帯域幅とし
、これらの周波数帯域を構成する連続および／または不連続な周波数帯域であるコンポー
ネントキャリアを複合的に使用して広帯域な周波数帯域で通信を行なうことができる。
【００１３】
　図９では、例として、１００ＭＨｚの帯域幅を持った下りリンクの通信に使用される周
波数帯域が、２０ＭＨｚの帯域幅を持った５つの下りリンクコンポーネントキャリア（DC
C1、DCC2、DCC3、DCC4、DCC5）によって構成されている。また、例として、４０ＭＨｚの
帯域幅を持った上りリンクの通信に使用される周波数帯域が、２０ＭＨｚの帯域幅を持っ
た２つの上りリンクコンポーネントキャリア（UCC1、UCC2）によって構成されていること
を示している。
【００１４】
　図９において、下りリンク／上りリンクのコンポーネントキャリアそれぞれには下りリ
ンク／上りリンクのチャネルが配置され、基地局装置は、ＰＤＣＣＨを使用してＰＤＳＣ
Ｈを移動局装置へ割り当て（スケジュールし）、ＰＤＳＣＨを使用して下りリンクトラン
スポートブロックを移動局装置へ送信する。ここで、図９において、基地局装置は、同一
サブフレームで、最大５つまでの下りリンクトランスポートブロック（PDSCHでも良い）
を移動局装置へ送信することができる。
【００１５】
　また、移動局装置は、ＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨを使用して、チャネル状態
情報や、下りリンクトランスポートブロックに対するＨＡＲＱにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ
を示す情報や、スケジューリング要求などの上りリンク制御情報を基地局装置へ送信する
。ここで、図９において、移動局装置は、同一サブフレームで、最大２つまでの上りリン
クトランスポートブロック（PUSCHでも良い）を基地局装置へ送信することができる。
【００１６】
　さらに、ＬＴＥ-Ａでは、基地局装置が、上りリンクのチャネルを測定するために、移
動局装置が、参照信号（以下、サウンディングリファレンスシグナル、SRS:Sounding Ref
erence Signalとも呼称する）を、上りリンクを使用して基地局装置へ送信することが検
討されている。基地局装置は、移動局装置から送信されるＳＲＳに基づいて、移動局装置
をスケジューリングし、例えば、ＰＵＳＣＨリソースの割り当てやＰＵＳＣＨに施すべき
変調方式、符号化率の決定などを行なう。
【００１７】
　移動局装置によるＳＲＳの送信に関しては、基地局装置が、移動局装置に対して、周期
的なＳＲＳ（以下、P-SRS:Periodic SRSとも呼称する）の送信に加えて、非周期的なＳＲ
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Ｓ（以下、A-SRS:Aperiodic SRS、Dynamic SRS、Scheduled SRSとも呼称する）の送信を
指示（要求、トリガ）することが検討されている。例えば、基地局装置は、移動局装置に
対して、下りリンクに対する下りリンク制御情報フォーマット（DCIフォーマット、ダウ
ンリンクグラント:Downlink grant、ダウンリンクアサインメント:Downlink assignment
とも呼称する）を使用して、Ａ-ＳＲＳの送信を指示することが提案されている（非特許
文献2）。また、例えば、基地局装置は、移動局装置に対して、上りリンクに対する下り
リンク制御情報フォーマット（DCIフォーマット、アップリンクグラント:UL grant、アッ
プリンクアサインメント:Uplink assignmentとも呼称する）を使用して、Ａ-ＳＲＳの送
信を指示することが提案されている（非特許文献3）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１８】
【非特許文献１】"Carrier aggregation in LTE-Advanced", 3GPP TSG RAN WG1 Meeting 
#53bis, R1-082468, June 30-July 4, 2008.
【非特許文献２】"Aperiodic SRS for LTE-A", 3GPP TSG RAN WG1 Meeting #60bis,R1-10
2114, April 12-16, 2010.
【非特許文献３】"Further Details on SRS for Release 10", 3GPP TSG RAN WG1 Meetin
g #60bis, R1-0101746, April 12-16, 2010.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　しかしながら、従来の技術では、基地局装置が、複数の下りリンク制御フォーマット（
以下、DCIフォーマット）を移動局装置へ通知した際に、移動局装置が、Ａ-ＳＲＳを基地
局装置へ送信するための送信方法が明確化されていなかった。
【００２０】
　すなわち、基地局装置が、複数のＤＣＩフォーマットを移動局装置へ通知した際に、移
動局装置が、どのようにＡ-ＳＲＳを送信するかどうかが分からないために、基地局装置
によって、効率的なスケジューリングを行なえないという問題があった。
【００２１】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、移動局装置から送信されるＡ
－ＳＲＳに基づいて、基地局装置によって、効率的なスケジューリングを行なうことがで
きる移動通信システム、基地局装置、移動局装置および通信方法を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、本発明の移動通信システムは、移動局装置が、サウンディングリファレンスシグナルを
基地局装置へ送信する移動通信システムであって、前記基地局装置は、サウンディングリ
ファレンスシグナルの送信を要求するための情報を第１の下りリンク制御情報フォーマッ
トまたは第２の下りリンク制御情報フォーマットに含めて前記移動局装置へ送信し、前記
移動局装置は、前記情報の検出に基づいて、サウンディングリファレンスシグナルを前記
基地局装置へ送信し、前記第１の下りリンク制御情報フォーマットに含まれた前記情報の
検出に基づいたサウンディングリファレンスシグナルの送信に対して使用される第１のパ
ラメータと、前記第２の下りリンク制御情報フォーマットに含まれた前記情報の検出に基
づいたサウンディングリファレンスシグナルの送信に対して使用される第２のパラメータ
は、前記基地局装置から送信される上位層の信号によってそれぞれ設定されることを特徴
としている。
【００２３】
　（２）また、前記第１の下りリンク制御情報フォーマットは、物理下りリンク共用チャ
ネルのスケジューリングに使用されることを特徴としている。
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【００２４】
　（３）また、前記第２の下りリンク制御情報フォーマットは、単一のアンテナポートで
送信される物理上りリンク共用チャネルのスケジューリングに使用されることを特徴とし
ている。
【００２５】
　（４）また、前記第２の下りリンク制御情報フォーマットは、複数のアンテナポートで
送信される物理上りリンク共用チャネルのスケジューリングに使用されることを特徴とし
ている。
【００２６】
　（５）また、前記基地局装置は、サウンディングリファレンスシグナルの周期的な送信
を設定するための第３のパラメータを前記上位層の信号に含めて前記移動局装置へ送信し
、前記移動局装置は、前記第３のパラメータに従って、サウンディングリファレンスシグ
ナルを周期的に前記基地局装置へ送信することを特徴としている。
【００２７】
　（６）また、前記第１のパラメータおよび前記第２のパラメータおよび前記第３のパラ
メータには、前記移動局装置がサウンディングリファレンスシグナルを送信する際に使用
される送信帯域幅に関する情報が含まれることを特徴としている。
【００２８】
　（７）また、前記第１のパラメータおよび前記第２のパラメータおよび前記第３のパラ
メータには、前記移動局装置がサウンディングリファレンスシグナルを送信する際に使用
されるサイクリックシフトに関する情報が含まれることを特徴としている。
【００２９】
　（８）また、前記第１のパラメータおよび前記第２のパラメータおよび前記第３のパラ
メータには、前記移動局装置がサウンディングリファレンスシグナルを送信する際に使用
されるアンテナポートに関する情報が含まれることを特徴としている。
【００３０】
　（９）また、サウンディングリファレンスシグナルを移動局装置から受信する基地局装
置であって、サウンディングリファレンスシグナルの送信を要求するための情報を第１の
下りリンク制御情報フォーマットまたは第２の下りリンク制御情報フォーマットに含めて
前記移動局装置へ送信するユニットと、前記移動局装置による前記情報の検出に基づいて
、サウンディングリファレンスシグナルを前記移動局装置から受信するユニットと、を備
え、前記第１の下りリンク制御情報フォーマットに含まれた前記情報の検出に基づいたサ
ウンディングリファレンスシグナルの送信に対して使用される第１のパラメータと、前記
第２の下りリンク制御情報フォーマットに含まれた前記情報の検出に基づいたサウンディ
ングリファレンスシグナルの送信に対して使用される第２のパラメータを、前記移動局装
置に送信する上位層の信号によってそれぞれ設定することを特徴としている。
【００３１】
　（１０）また、サウンディングリファレンスシグナルの周期的な送信を設定するための
第３のパラメータを前記上位層の信号に含めて前記移動局装置へ送信するユニットと、前
記第３のパラメータに従って、サウンディングリファレンスシグナルを周期的に前記移動
局装置から受信するユニットと、を備えることを特徴としている。
【００３２】
　（１１）また、サウンディングリファレンスシグナルを基地局装置へ送信する移動局装
置であって、サウンディングリファレンスシグナルの送信を要求するための情報が含まれ
た第１の下りリンク制御情報フォーマットまたは第２の下りリンク制御情報フォーマット
を前記基地局装置から受信するユニットと、前記情報の検出に基づいて、サウンディング
リファレンスシグナルを前記基地局装置へ送信するユニットと、を備え、前記第１の下り
リンク制御情報フォーマットに含まれた前記情報の検出に基づいたサウンディングリファ
レンスシグナルの送信に対して使用される第１のパラメータと、前記第２の下りリンク制
御情報フォーマットに含まれた前記情報の検出に基づいたサウンディングリファレンスシ
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グナルの送信に対して使用される第２のパラメータは、前記基地局装置から送信される上
位層の信号によってそれぞれ設定されることを特徴としている。
【００３３】
　（１２）また、サウンディングリファレンスシグナルの周期的な送信を設定するための
第３のパラメータが含まれた前記上位層の信号を前記基地局装置から受信するユニットと
、前記第３のパラメータに従って、サウンディングリファレンスシグナルを周期的に前記
基地局装置へ送信するユニットと、を備えることを特徴としている。
【００３４】
　（１３）また、サウンディングリファレンスシグナルを移動局装置から受信する基地局
装置の通信方法であって、サウンディングリファレンスシグナルの送信を要求するための
情報を第１の下りリンク制御情報フォーマットまたは第２の下りリンク制御情報フォーマ
ットに含めて前記移動局装置へ送信し、前記移動局装置による前記情報の検出に基づいて
、サウンディングリファレンスシグナルを前記移動局装置から受信し、前記第１の下りリ
ンク制御情報フォーマットに含まれた前記情報の検出に基づいたサウンディングリファレ
ンスシグナルの送信に対して使用される第１のパラメータと、前記第２の下りリンク制御
情報フォーマットに含まれた前記情報の検出に基づいたサウンディングリファレンスシグ
ナルの送信に対して使用される第２のパラメータを、前記移動局装置に送信する上位層の
信号によってそれぞれ設定することを特徴としている。
【００３５】
　（１４）また、サウンディングリファレンスシグナルの周期的な送信を設定するための
第３のパラメータを前記上位層の信号に含めて前記移動局装置へ送信し、前記第３のパラ
メータに従って、サウンディングリファレンスシグナルを周期的に前記移動局装置から受
信することを特徴としている。
【００３６】
　（１５）また、サウンディングリファレンスシグナルを基地局装置へ送信する移動局装
置の通信方法であって、サウンディングリファレンスシグナルの送信を要求するための情
報が含まれた第１の下りリンク制御情報フォーマットまたは第２の下りリンク制御情報フ
ォーマットを前記基地局装置から受信し、前記情報の検出に基づいて、サウンディングリ
ファレンスシグナルを前記基地局装置へ送信し、前記第１の下りリンク制御情報フォーマ
ットに含まれた前記情報の検出に基づいたサウンディングリファレンスシグナルの送信に
対して使用される第１のパラメータと、前記第２の下りリンク制御情報フォーマットに含
まれた前記情報の検出に基づいたサウンディングリファレンスシグナルの送信に対して使
用される第２のパラメータは、前記基地局装置から送信される上位層の信号によってそれ
ぞれ設定されることを特徴としている。
【００３７】
　（１６）また、サウンディングリファレンスシグナルの周期的な送信を設定するための
第３のパラメータが含まれた前記上位層の信号を前記基地局装置から受信し、前記第３の
パラメータに従って、サウンディングリファレンスシグナルを周期的に前記基地局装置へ
送信することを特徴としている。
【発明の効果】
【００３８】
　本発明によれば、移動局装置から送信されるＡ－ＳＲＳに基づいて、基地局装置によっ
て、効率的なスケジューリングを行なうことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明の実施形態に係る物理チャネルの構成を概念的に示す図である。
【図２】本発明の実施形態に係る基地局装置の概略構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の実施形態に係る移動局装置の概略構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施形態が適用可能な移動通信システムの例を示す図である。
【図５】移動局装置によるＳＲＳの送信の例を示す図である。
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【図６】移動局装置によるＡ-ＳＲＳの送信の例を示す図である。
【図７】移動局装置によるＡ-ＳＲＳの送信の例を示す別の図である。
【図８】従来の技術における周波数帯域集約の例を示す図である。
【図９】従来の技術における非対称周波数帯域集約の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　次に、本発明に係る実施形態について、図面を参照しながら説明する。図１は、本発明
の実施形態におけるチャネルの一構成例を示す図である。下りリンクの物理チャネルは、
物理下りリンク制御チャネル（PDCCH:Physical Downlink Control Channel）、物理下り
リンク共用チャネル（PDSCH:Physical Downlink Shared Channel）によって構成される。
上りリンクの物理チャネルは、物理上りリンク共用チャネル（PUSCH:Physical Uplink Sh
ared Channel）、物理上りリンク制御チャネル（PUCCH:Physical Uplink Control Channe
l）によって構成される。
【００４１】
　また、基地局装置１００は、下りリンク参照信号（DRS:Downlink Reference Signal、
下りリンクパイロット信号、下りリンクパイロットチャネルとも呼称する）を、移動局装
置２００-１～２００-３（以下、移動局装置200-1～200-3を合わせて、移動局装置200と
表す）へ送信する。また、移動局装置２００は、上りリンク参照信号（URS:Uplink Refer
ence Signal、上りリンクパイロット信号、上りリンクパイロットチャネルとも呼称する
）を基地局装置１００へ送信する。ここで、上りリンク参照信号には、基地局装置１００
が、主に、ＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨを復調するために使用する復調参照信号
（DRS:Demodulation Reference Signal）が含まれる。また、上りリンク参照信号には、
基地局装置１００が、主に、上りリンクのチャネル状態を推定するために使用するサウン
ディング参照信号（SRS:Sounding Reference Signal）が含まれる。
【００４２】
　ＰＤＣＣＨは、ＰＤＳＣＨのリソース割り当て、下りリンクデータに対するＨＡＲＱ処
理情報、および、ＰＵＳＣＨのリソース割り当てなどを、移動局装置２００に通知（指定
）するために使用されるチャネルである。ＰＤＣＣＨは、複数の制御チャネル要素（CCE:
Control Channel Element）から構成され、移動局装置２００は、ＣＣＥから構成される
ＰＤＣＣＨを検出することによって、基地局装置１００からのＰＤＣＣＨを受信する。こ
のＣＣＥは、周波数、時間領域において分散している複数のリソースエレメントグループ
（REG:Resource Element Group、mini-CCEとも呼ばれる）によって構成される。ここで、
リソースエレメントとは、１ＯＦＤＭシンボル（時間成分）、１サブキャリア（周波数成
分）で構成される単位リソースである。
【００４３】
　また、ＰＤＣＣＨによって送信される下りリンク制御情報（DCI:Downlink Control Inf
ormation）には、複数のフォーマットが定義される。以下、下りリンク制御情報のフォー
マットを、ＤＣＩフォーマット（DCI format）とも呼称する。
【００４４】
　例えば、下りリンクに対するＤＣＩフォーマットとしては、基地局装置１００が、ＰＤ
ＳＣＨを１つの送信アンテナポート、または、複数の送信アンテナポートを使用して送信
ダイバーシチ方式で送信する際に用いられるＤＣＩフォーマット１／１Ａが定義される。
また、例えば、下りリンクに対するＤＣＩフォーマットとしては、基地局装置１００が、
ＰＤＳＣＨを、ＭＩＭＯ（Multiple Input Multiple Output）を利用したＳＭ（空間多重
:Spatial Multiplexing）で送信する際に用いられるＤＣＩフォーマット２が定義される
。ここで、ＤＣＩフォーマットは、同じビット数を持った複数のＤＣＩフォーマット、異
なるビット数を持った複数のＤＣＩフォーマットを定義することができる。
【００４５】
　また、例えば、上りリンクに対するＤＣＩフォーマットとしては、移動局装置２００が
、ＰＵＳＣＨを１つの送信アンテナポートで送信する際に用いられるＤＣＩフォーマット
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０が定義される。また、例えば、上りリンクスケジューリングに対するＤＣＩフォーマッ
トとしては、移動局装置２００が、ＰＵＳＣＨを、ＭＩＭＯを利用したＳＭで送信する際
に用いられるＤＣＩフォーマット０Ａが用意される。
【００４６】
　また、例えば、ＤＣＩフォーマットとして、複数の移動局装置２００に対するグループ
スケジューリングに使用されるＤＣＩフォーマットが定義される。例えば、ＤＣＩフォー
マットとして、複数の移動局装置２００に対する複数のＴＰＣコマンド（Transmission P
ower Control Command）を含むＤＣＩフォーマット３／３Ａが定義される。例えば、基地
局装置１００は、識別子と１つのインデックスを移動局装置２００へ通知し、移動局装置
２００は、基地局装置１００から通知された識別子によって識別されるＤＣＩフォーマッ
ト３／３Ａに含まれるインデックスに対応するＴＰＣコマンドを、自装置宛のＴＰＣコマ
ンドとして認識する。
【００４７】
　ここで、基地局装置１００は、ＤＣＩフォーマット３／３Ａを使用して移動局装置２０
０へ通知するＴＰＣコマンドが、ＰＵＣＣＨに対するＴＰＣコマンドなのか、または、Ｐ
ＵＳＣＨ（PUSCHとSRSでも良い）に対するコマンドなのか、を識別するために、２つの識
別子を移動局装置２００へ通知することもできる。すなわち、基地局装置１００は、移動
局装置２００に対して、２つの識別子それぞれにつき１つのインデックスを通知すること
ができる。ここで、基地局装置１００によって通知される２つの識別子のうち、ＰＵＣＣ
Ｈに対するＴＰＣコマンドが含まれるＤＣＩフォーマットに施される識別子を、ＴＰＣ-
ＰＵＣＣＨ-ＲＮＴＩとも呼称する。また、ＰＵＳＣＨ（PUSCHとSRSでも良い）に対する
ＴＰＣコマンドが含まれるＤＣＩフォーマットに施される識別子をＴＰＣ-ＰＵＳＣＨ-Ｒ
ＮＴＩとも呼称する。
【００４８】
　また、複数の移動局装置２００に対するグループスケジューリングに使用されるＤＣＩ
フォーマット３／３Ａは、複数の移動局装置２００によって受信される（検出される）必
要があるために、全ての移動局装置２００がＰＤＣＣＨの検索（検出）を試みる共通検索
領域（CSS:Common Search Spaceとも呼称する）に配置される。ここで、ある（特定の）
移動局装置２００宛てのＰＤＣＣＨは、ある（特定の）移動局装置２００がＰＤＣＣＨの
検索（検出）を試みる移動局装置固有検索領域（USS:User equipment specific Search S
pace、UE specific Search Spaceとも呼称する）に配置される。
【００４９】
　基地局装置１００は、ＤＣＩを基に生成した巡回冗長検査（CRC:Cyclic Redundancy Ch
eck）符号を、ＲＮＴＩ（Radio Network Temporary Identity）でスクランブル（scrambl
e）した系列をＤＣＩに付与して、移動局装置２００へ送信する。移動局装置２００は、
巡回冗長検査符号がいずれのＲＮＴＩでスクランブルされているかに応じて、ＤＣＩの解
釈を変更する。例えば、移動局装置２００は、ＤＣＩが、基地局装置１００から割り当て
られたＣ-ＲＮＴＩ（Cell-Radio Network Temporary Identity）によって巡回冗長検査符
号がスクランブルされていた場合には、そのＤＣＩを、自装置宛のＤＣＩだと判断する。
【００５０】
　ＰＤＣＣＨは、移動局装置２００ごと、種別ごとに別々に符号化（Separate Coding）
される。すなわち、移動局装置２００は、複数のＰＤＣＣＨを検出して、下りリンクのリ
ソース割り当てや、上りリンクのリソース割り当てや、その他の制御情報を取得する。各
ＰＤＣＣＨには、ＣＲＣ（巡回冗長検査）の値が付与されており、移動局装置２００は、
ＰＤＣＣＨが構成される可能性のあるＣＣＥのセットのそれぞれに対してＣＲＣを行ない
、ＣＲＣが成功したＰＤＣＣＨを、自装置宛のＰＤＣＣＨとして取得する。これは、ブラ
インドデコーディング（blind decoding）とも呼称され、移動局装置２００が、ブライン
ドデコーディングを行なうＰＤＣＣＨが構成される可能性のあるＣＣＥのセットの範囲は
、検索領域（Search Space）と呼称される。すなわち、移動局装置２００は、検索領域内
のＣＣＥに対して、ブラインドデコーディングを行ない、自装置宛のＰＤＣＣＨの検出を
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行なう。
【００５１】
　移動局装置２００は、自装置宛のＰＤＣＣＨに、ＰＤＳＣＨのリソース割り当てが含ま
れる場合、基地局装置１００からのＰＤＣＣＨによって指示されたリソース割り当てに応
じて、ＰＤＳＣＨを使用して、下りリンク信号（下りリンクデータ（下りリンク共用チャ
ネル（DL-SCH）に対するトランスポートブロック）および／または下りリンク制御データ
（下りリンク制御情報）および／または下りリンク参照信号（DRS））を受信する。すな
わち、このＰＤＣＣＨは、下りリンクに対するリソース割り当てを行なう信号（以下、「
下りリンク送信許可信号」、「下りリンクグラント」とも呼称する）とも言える。
【００５２】
　また、移動局装置２００は、自装置宛のＰＤＣＣＨに、ＰＵＳＣＨのリソース割り当て
が含まれる場合、基地局装置１００からのＰＤＣＣＨによって指示されたリソース割り当
てに応じて、ＰＵＳＣＨを使用して、上りリンク信号（上りリンクデータ（上りリンク共
用チャネル（UL-SCH）に対するトランスポートブロック）および／または上りリンク制御
データ（上りリンク制御情報）および／または上りリンク参照信号（URS））を送信する
。すなわち、このＰＤＣＣＨは、上りリンクに対するデータ送信を許可する信号（以下、
「上りリンク送信許可信号」、「上りリンクグラント」とも呼称する）とも言える。
【００５３】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクデータ（下りリンク共用チャネル（DL-SCH）に対するトラン
スポートブロック）またはページング情報（ページングチャネル:PCH）を送信するために
使用されるチャネルである。基地局装置１００は、ＰＤＣＣＨによって割り当てたＰＤＳ
ＣＨを使用して、下りリンクトランスポートブロック（下りリンク共用チャネル（DL-SCH
）に対するトランスポートブロック）を移動局装置２００へ送信する。
【００５４】
　ここで、下りリンクデータとは、例えば、ユーザーデータを示しており、ＤＬ-ＳＣＨ
は、トランスポートチャネルである。ＤＬ-ＳＣＨでは、ＨＡＲＱ、動的適応無線リンク
制御がサポートされ、また、ビームフォーミングを利用可能である。ＤＬ-ＳＣＨは、動
的なリソース割り当て、および、準静的なリソース割り当てがサポートされる。
【００５５】
　ＰＵＳＣＨは、主に、上りリンクデータ（上りリンク共用チャネル（UL-SCH）に対する
トランスポートブロック）を送信するために使用されるチャネルである。移動局装置２０
０は、基地局装置１００から送信されたＰＤＣＣＨによって割り当てられたＰＵＳＣＨを
使用して、上りリンクトランスポートブロック（上りリンク共用チャネル（UL-SCH）に対
するトランスポートブロック）を基地局装置１００へ送信する。また、基地局装置１００
が、移動局装置２００をスケジューリングした場合には、上りリンク制御情報（UCI）も
ＰＵＳＣＨを使用して送信される。
【００５６】
　ここで、上りリンクデータとは、例えば、ユーザーデータを示しており、ＵＬ-ＳＣＨ
は、トランスポートチャネルである。また、ＰＵＳＣＨは、時間領域、周波数領域によっ
て定義される（構成される）物理チャネルである。ＵＬ-ＳＣＨでは、ＨＡＲＱ、動的適
応無線リンク制御がサポートされ、また、ビームフォーミングを利用可能である。ＵＬＳ
ＣＨは、動的なリソース割り当て、および、準静的なリソース割り当てがサポートされる
。
【００５７】
　ここで、上りリンクデータ（UL-SCH）および下りリンクデータ（DL-SCH）には、基地局
装置１００と移動局装置２００の間でやり取りされる無線資源制御信号（以下、「RRCシ
グナリング:Radio Resource Control Signaling」と呼称する）が含まれていても良い。
また、上りリンクデータ（UL-SCH）および下りリンクデータ（DL-SCH）には、基地局装置
１００と移動局装置２００の間でやり取りされるＭＡＣ（Medium Access Control）コン
トロールエレメントが含まれていても良い。
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【００５８】
　基地局装置１００と移動局装置２００は、ＲＲＣシグナリングを上位層（無線リソース
制御（Radio Resource Control）層）において送受信する。また、基地局装置１００と移
動局装置２００は、ＭＡＣコントロールエレメントを上位層（媒体アクセス制御（MAC：M
edium Access Control）層）において送受信する。
【００５９】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報（UCI）を送信するために使用されるチャネルであ
る。ここで、上りリンク制御情報には、チャネル状態情報（CSI）や、チャネル品質識別
子（CQI）や、プレコーディングマトリックス識別子（PMI）や、ランク識別子（RI）が含
まれる。また、上りリンク制御情報には、下りリンクトランスポートブロックに対するＨ
ＡＲＱにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報が含まれる。また、上りリンク制御情報には
、移動局装置２００が上りリンクデータを送信するためのリソースの割り当てを要求する
（UL-SCHでの送信を要求する）スケジューリング要求が含まれる。
【００６０】
　［基地局装置１００の構成］
　図２は、本発明の実施形態に係る基地局装置１００の概略構成を示すブロック図である
。基地局装置１００は、データ制御部１０１と、送信データ変調部１０２と、無線部１０
３と、スケジューリング部１０４と、チャネル推定部１０５と、受信データ復調部１０６
と、データ抽出部１０７と、上位層１０８と、アンテナ１０９と、を含んで構成される。
また、無線部１０３、スケジューリング部１０４、チャネル推定部１０５、受信データ復
調部１０６、データ抽出部１０７、上位層１０８およびアンテナ１０９で基地局側受信部
を構成し、データ制御部１０１、送信データ変調部１０２、無線部１０３、スケジューリ
ング部１０４、上位層１０８およびアンテナ１０９で基地局側送信部を構成している。
【００６１】
　アンテナ１０９、無線部１０３、チャネル推定部１０５、受信データ復調部１０６、デ
ータ抽出部１０７で上りリンクの物理層の処理を行なう。アンテナ１０９、無線部１０３
、送信データ変調部１０２、データ制御部１０１で下りリンクの物理層の処理を行なう。
【００６２】
　データ制御部１０１は、スケジューリング部１０４からトランスポートチャネルを受信
する。データ制御部１０１は、トランスポートチャネルと、物理層で生成される信号およ
びチャネルを、スケジューリング部１０４から入力されるスケジューリング情報に基づい
て、物理チャネルにマッピングする。以上のようにマッピングされた各データは、送信デ
ータ変調部１０２へ出力される。
【００６３】
　送信データ変調部１０２は、送信データをＯＦＤＭ方式に変調する。送信データ変調部
１０２は、データ制御部１０１から入力されたデータに対して、スケジューリング部１０
４からのスケジューリング情報や、各ＰＲＢに対応する変調方式および符号化方式に基づ
いて、データ変調、符号化、入力信号の直列／並列変換、ＩＦＦＴ（Inverse Fast Fouri
er Transform：逆高速フーリエ変換）処理、ＣＰ（Cyclic Prefix）挿入、並びに、フィ
ルタリングなどの信号処理を行ない、送信データを生成して、無線部１０３へ出力する。
ここで、スケジューリング情報には、下りリンク物理リソースブロックＰＲＢ（Physical
 Resource Block）割り当て情報、例えば、周波数、時間から構成される物理リソースブ
ロック位置情報が含まれ、各ＰＲＢに対応する変調方式および符号化方式には、例えば、
変調方式：１６ＱＡＭ、符号化率：２／３コーディングレートなどの情報が含まれる。
【００６４】
　無線部１０３は、送信データ変調部１０２から入力された変調データを無線周波数にア
ップコンバートして無線信号を生成し、アンテナ１０９を介して、移動局装置２００に送
信する。また、無線部１０３は、移動局装置２００からの上りリンクの無線信号を、アン
テナ１０９を介して受信し、ベースバンド信号にダウンコンバートして、受信データをチ
ャネル推定部１０５と受信データ復調部１０６とに出力する。
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【００６５】
　スケジューリング部１０４は、媒体アクセス制御（MAC：Medium Access Control）層の
処理を行なう。スケジューリング部１０４は、論理チャネルとトランスポートチャネルの
マッピング、下りリンクおよび上りリンクのスケジューリング（HARQ処理、トランスポー
トフォーマットの選択など）などを行なう。スケジューリング部１０４は、各物理層の処
理部を統合して制御するため、スケジューリング部１０４と、アンテナ１０９、無線部１
０３、チャネル推定部１０５、受信データ復調部１０６、データ制御部１０１、送信デー
タ変調部１０２およびデータ抽出部１０７との間のインターフェースが存在する（ただし
、図示しない）。
【００６６】
　スケジューリング部１０４は、下りリンクのスケジューリングでは、移動局装置２００
から受信した上りリンク信号（CSI、CQI、PMI、RIや、下りリンクトランスポートブロッ
クに対するACK/NACKを示す情報や、スケジューリング要求や、参照信号など）や、各移動
局装置２００の使用可能なＰＲＢの情報や、バッファ状況や、上位層１０８から入力され
たスケジューリング情報などに基づいて、各データを変調するための下りリンクのトラン
スポートフォーマット（送信形態、すなわち、物理リソースブロックの割り当ておよび変
調方式および符号化方式など）の選定処理およびＨＡＲＱにおける再送制御および下りリ
ンクに使用されるスケジューリング情報の生成を行なう。これら下りリンクのスケジュー
リングに使用されるスケジューリング情報は、データ制御部１０１へ出力される。
【００６７】
　また、スケジューリング部１０４は、上りリンクのスケジューリングでは、チャネル推
定部１０５が出力する上りリンクのチャネル状態（無線伝搬路状態）の推定結果、移動局
装置２００からのリソース割り当て要求、各移動局装置２００の使用可能なＰＲＢの情報
、上位層１０８から入力されたスケジューリング情報などに基づいて、各データを変調す
るための上りリンクのトランスポートフォーマット（送信形態、すなわち、物理リソース
ブロックの割り当ておよび変調方式および符号化方式など）の選定処理および上りリンク
のスケジューリングに使用されるスケジューリング情報の生成を行なう。これら上りリン
クのスケジューリングに使用されるスケジューリング情報は、データ制御部１０１へ出力
される。
【００６８】
　また、スケジューリング部１０４は、上位層１０８から入力された下りリンクの論理チ
ャネルをトランスポートチャネルにマッピングし、データ制御部１０１へ出力する。また
、スケジューリング部１０４は、データ抽出部１０７から入力された上りリンクで取得し
た制御データとトランスポートチャンネルを、必要に応じて処理した後、上りリンクの論
理チャネルにマッピングし、上位層１０８へ出力する。
【００６９】
　チャネル推定部１０５は、上りリンクデータの復調のために、復調参照信号（DRS:Demo
dulation Reference Signal）から上りリンクのチャネル状態を推定し、その推定結果を
受信データ復調部１０６に出力する。また、上りリンクのスケジューリングを行なうため
に、サウンディング参照信号（SRS:Sounding Reference Signal）から上りリンクのチャ
ネル状態を推定し、その推定結果をスケジューリング部１０４に出力する。
【００７０】
　受信データ復調部１０６は、ＯＦＤＭ方式、および／または、ＳＣ-ＦＤＭＡ方式に変
調された受信データを復調するＯＦＤＭ復調部および／またはＤＦＴ-Ｓｐｒｅａｄ-ＯＦ
ＤＭ（DFT-S-OFDM）復調部を兼ねている。受信データ復調部１０６は、チャネル推定部１
０５から入力された上りリンクのチャネル状態推定結果に基づいて、無線部１０３から入
力された変調データに対し、ＤＦＴ変換、サブキャリアマッピング、ＩＦＦＴ変換、フィ
ルタリング等の信号処理を行なって、復調処理を施し、データ抽出部１０７に出力する。
【００７１】
　データ抽出部１０７は、受信データ復調部１０６から入力されたデータに対して、正誤
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を確認するとともに、確認結果（ACKまたはNACK）をスケジューリング部１０４に出力す
る。また、データ抽出部１０７は、受信データ復調部１０６から入力されたデータからト
ランスポートチャネルと物理層の制御データとに分離して、スケジューリング部１０４に
出力する。分離された制御データには、移動局装置２００から送信されたＣＳＩ、ＣＱＩ
、ＰＭＩ、ＲＩや、下りリンクトランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す
情報や、スケジューリング要求などが含まれている。
【００７２】
　上位層１０８は、パケットデータ統合プロトコル（PDCP:Packet Data Convergence Pro
tocol）層、無線リンク制御（RLC:Radio Link Control）層、無線リソース制御（RRC:Rad
io Resource Control）層の処理を行なう。上位層１０８は、下位層の処理部を統合して
制御するため、上位層１０８と、スケジューリング部１０４、アンテナ１０９、無線部１
０３、チャネル推定部１０５、受信データ復調部１０６、データ制御部１０１、送信デー
タ変調部１０２およびデータ抽出部１０７との間のインターフェースが存在する（ただし
、図示しない）。
【００７３】
　上位層１０８は、無線リソース制御部１１０（制御部とも言う）を有している。また、
無線リソース制御部１１０は、各種設定情報の管理、システム情報の管理、ページング制
御、各移動局装置２００の通信状態の管理、ハンドオーバーなどの移動管理、移動局装置
２００ごとのバッファ状況の管理、ユニキャストおよびマルチキャストベアラの接続設定
の管理、移動局識別子（UEID）の管理などを行なっている。上位層１０８は、別の基地局
装置１００への情報および上位ノードへの情報の授受を行なう。
【００７４】
　［移動局装置２００の構成］
　図３は、本発明の実施形態に係る移動局装置２００の概略構成を示すブロック図である
。移動局装置２００は、データ制御部２０１と、送信データ変調部２０２と、無線部２０
３と、スケジューリング部２０４と、チャネル推定部２０５と、受信データ復調部２０６
と、データ抽出部２０７と、上位層２０８、アンテナ２０９と、を含んで構成されている
。また、データ制御部２０１、送信データ変調部２０２、無線部２０３、スケジューリン
グ部２０４、上位層２０８、アンテナ２０９で移動局側送信部を構成し、無線部２０３、
スケジューリング部２０４、チャネル推定部２０５、受信データ復調部２０６、データ抽
出部２０７、上位層２０８、アンテナ２０９で移動局側受信部を構成している。
【００７５】
　データ制御部２０１、送信データ変調部２０２、無線部２０３、で上りリンクの物理層
の処理を行なう。無線部２０３、チャネル推定部２０５、受信データ復調部２０６、デー
タ抽出部２０７、で下りリンクの物理層の処理を行なう。
【００７６】
　データ制御部２０１は、スケジューリング部２０４からトランスポートチャネルを受信
する。トランスポートチャネルと、物理層で生成される信号およびチャネルを、スケジュ
ーリング部２０４から入力されるスケジューリング情報に基づいて、物理チャネルにマッ
ピングする。このようにマッピングされた各データは、送信データ変調部２０２へ出力さ
れる。
【００７７】
　送信データ変調部２０２は、送信データをＯＦＤＭ方式、および／または、ＳＣ-ＦＤ
ＭＡ方式に変調する。送信データ変調部２０２は、データ制御部２０１から入力されたデ
ータに対し、データ変調、ＤＦＴ（離散フーリエ変換）処理、サブキャリアマッピング、
ＩＦＦＴ（逆高速フーリエ変換）処理、ＣＰ挿入、フィルタリングなどの信号処理を行な
い、送信データを生成して、無線部２０３へ出力する。
【００７８】
　無線部２０３は、送信データ変調部２０２から入力された変調データを無線周波数にア
ップコンバートして無線信号を生成し、アンテナ２０９を介して、基地局装置１００に送
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信する。また、無線部２０３は、基地局装置１００からの下りリンクのデータで変調され
た無線信号を、アンテナ２０９を介して受信し、ベースバンド信号にダウンコンバートし
て、受信データを、チャネル推定部２０５および受信データ復調部２０６に出力する。
【００７９】
　スケジューリング部２０４は、媒体アクセス制御（MAC:Medium Access Control）層の
処理を行なう。スケジューリング部２０４は、論理チャネルとトランスポートチャネルの
マッピング、下りリンクおよび上りリンクのスケジューリング（HARQ処理、トランスポー
トフォーマットの選択など）などを行なう。スケジューリング部２０４は、各物理層の処
理部を統合して制御するため、スケジューリング部２０４と、アンテナ２０９、データ制
御部２０１、送信データ変調部２０２、チャネル推定部２０５、受信データ復調部２０６
、データ抽出部２０７および無線部２０３との間のインターフェースが存在する（ただし
、図示しない）。
【００８０】
　スケジューリング部２０４は、下りリンクのスケジューリングでは、基地局装置１００
や上位層２０８からのスケジューリング情報（トランスポートフォーマットやHARQ再送情
報）などに基づいて、トランスポートチャネルおよび物理信号および物理チャネルの受信
制御、ＨＡＲＱ再送制御および下りリンクのスケジューリングに使用されるスケジューリ
ング情報の生成を行なう。これら下りリンクのスケジューリングに使用されるスケジュー
リング情報は、データ制御部２０１へ出力される。
【００８１】
　スケジューリング部２０４は、上りリンクのスケジューリングでは、上位層２０８から
入力された上りリンクのバッファ状況、データ抽出部２０７から入力された基地局装置１
００からの上りリンクのスケジューリング情報（トランスポートフォーマットやHARQ再送
情報など）、および、上位層２０８から入力されたスケジューリング情報などに基づいて
、上位層２０８から入力された上りリンクの論理チャネルをトランスポートチャネルにマ
ッピングするためのスケジューリング処理および上りリンクのスケジューリングに使用さ
れるスケジューリング情報の生成を行なう。なお、上りリンクのトランスポートフォーマ
ットについては、基地局装置１００から通知された情報を利用する。これらスケジューリ
ング情報は、データ制御部２０１へ出力される。
【００８２】
　また、スケジューリング部２０４は、上位層２０８から入力された上りリンクの論理チ
ャネルをトランスポートチャネルにマッピングし、データ制御部２０１へ出力する。また
、スケジューリング部２０４は、チャネル推定部２０５から入力されたＣＳＩや、ＣＱＩ
や、ＰＭＩや、ＲＩや、データ抽出部２０７から入力されたＣＲＣチェックの確認結果に
ついても、データ制御部２０１へ出力する。また、スケジューリング部２０４は、データ
抽出部２０７から入力された下りリンクで取得した制御データとトランスポートチャネル
を、必要に応じて処理した後、下りリンクの論理チャネルにマッピングし、上位層２０８
へ出力する。
【００８３】
　チャネル推定部２０５は、下りリンクデータの復調のために、復調参照信号から下りリ
ンクのチャネル状態を推定し、その推定結果を受信データ復調部２０６に出力する。また
、チャネル推定部２０５は、基地局装置１００に下りリンクのチャネル状態（無線伝搬路
状態、CSI、CQI、PMI、RI）の推定結果を通知するために、下りリンク参照信号から下り
リンクのチャネル状態を推定し、この推定結果を、例えば、ＣＳＩや、ＣＱＩや、ＰＭＩ
や、ＲＩとして、スケジューリング部２０４に出力する。
【００８４】
　受信データ復調部２０６は、ＯＦＤＭ方式に変調された受信データを復調する。受信デ
ータ復調部２０６は、チャネル推定部２０５から入力された下りリンクのチャネル状態推
定結果に基づいて、無線部２０３から入力された変調データに対して、復調処理を施し、
データ抽出部２０７に出力する。
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【００８５】
　データ抽出部２０７は、受信データ復調部２０６から入力されたデータに対して、ＣＲ
Ｃチェックを行ない、正誤を確認するとともに、確認結果（ACKまたはNACKを示す情報）
をスケジューリング部２０４に出力する。また、データ抽出部２０７は、受信データ復調
部２０６から入力されたデータからトランスポートチャネルと物理層の制御データに分離
して、スケジューリング部２０４に出力する。分離された制御データには、下りリンクま
たは上りリンクのリソース割り当てや上りリンクのＨＡＲＱ制御情報などのスケジューリ
ング情報が含まれている。
【００８６】
　上位層２０８は、パケットデータ統合プロトコル（PDCP:Packet Data Convergence Pro
tocol）層、無線リンク制御（RLC:Radio Link Control）層、無線リソース制御（RRC:Rad
io Resource Control）層の処理を行なう。上位層２０８は、下位層の処理部を統合して
制御するため、上位層２０８と、スケジューリング部２０４、アンテナ２０９、データ制
御部２０１、送信データ変調部２０２、チャネル推定部２０５、受信データ復調部２０６
、データ抽出部２０７および無線部２０３との間のインターフェースが存在する（ただし
、図示しない）。
【００８７】
　上位層２０８は、無線リソース制御部２１０（制御部とも言う）を有している。無線リ
ソース制御部２１０は、各種設定情報の管理、システム情報の管理、ページング制御、自
局の通信状態の管理、ハンドオーバーなどの移動管理、バッファ状況の管理、ユニキャス
トおよびマルチキャストベアラの接続設定の管理、移動局識別子（UEID）の管理を行なう
。
【００８８】
　（第１の実施形態）
　次に、基地局装置１００および移動局装置２００を用いた移動通信システムにおける第
１の実施形態を説明する。第１の実施形態では、基地局装置１００は、ＳＲＳの送信指示
を含むＤＣＩフォーマットを、少なくとも１つは含む複数のＤＣＩフォーマットを、同一
サブフレームで、移動局装置２００へ通知し、移動局装置２００は、複数のＤＣＩフォー
マットのうち、所定のＤＣＩフォーマットが、ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合には、
ＳＲＳを基地局装置１００へ送信する。
【００８９】
　また、基地局装置１００は、複数のＤＣＩフォーマットを、同一サブフレームで、移動
局装置２００へ通知し、移動局装置２００は、複数のＤＣＩフォーマットの全てが、ＳＲ
Ｓの送信指示を含んでいる場合には、ＳＲＳを基地局装置１００へ送信する。
【００９０】
　この際、移動局装置２００は、基地局装置１００から複数のＤＣＩフォーマットを通知
されたサブフレームの所定後のサブフレーム（例えば、4サブフレーム後のサブフレーム
）で、ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる。また、基地局装置１００は、
移動局装置２００が、ＳＲＳを基地局装置１００へ送信するサブフレームを、セル固有に
、移動局装置２００へ設定することができる。また、基地局装置１００は、移動局装置２
００が、ＳＲＳを基地局装置１００へ送信するサブフレームを、移動局装置固有に、移動
局装置２００へ設定することができる。移動局装置２００は、基地局装置１００から設定
されたサブフレームで、ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる。
【００９１】
　また、基地局装置１００は、ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットを、移動局装
置固有検索領域（USS:UE specific Search Space）に配置することができる。また、基地
局装置１００は、ＵＳＳに配置するＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットに、下り
リンクスケジューリングの情報を含めて、移動局装置２００へ通知することができる。ま
た、基地局装置１００は、ＵＳＳに配置するＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマット
に、上りリンクスケジューリングの情報を含めて、移動局装置２００へ通知することがで
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きる。
【００９２】
　さらに、基地局装置１００は、ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットを、共通検
索領域（CSS:Common Search Space）に配置することができる。
【００９３】
　以下、本実施形態では、周波数帯域は、帯域幅（Hz）で定義されているが、周波数と時
間で構成されるリソースブロック（RB）の数で定義されても良い。すなわち、帯域幅は、
リソースブロックの数によって定義されても良い。また、帯域幅やリソースブロックの数
は、サブキャリアの数によって定義することもできる。
【００９４】
　本実施形態におけるコンポーネントキャリアとは、（広帯域な）周波数帯域（システム
帯域でも良い）を持った移動通信システムにおいて、基地局装置１００と移動局装置２０
０が通信を行なう際に複合的に使用する（狭帯域な）周波数帯域を示している。基地局装
置１００と移動局装置２００は、複数のコンポーネントキャリア（例えば、20MHzの帯域
幅を持った5つの周波数帯域）を集約することによって、（広帯域な）周波数帯域（例え
ば、100MHzの帯域幅を持った周波数帯域）を構成し、これら複数のコンポーネントキャリ
アを複合的に使用することによって、高速なデータ通信（情報の送受信）を実現すること
ができる。
【００９５】
　コンポーネントキャリアとは、この（広帯域な）周波数帯域（例えば、100MHzの帯域幅
を持った周波数帯域）を構成する（狭帯域な）周波数帯域（例えば、20MHzの帯域幅を持
った周波数帯域）それぞれのことを示している。また、コンポーネントキャリアとは、こ
の（狭帯域な）周波数帯域それぞれの（中心）キャリア周波数を示していても良い。
【００９６】
　すなわち、下りリンクコンポーネントキャリアは、基地局装置１００と移動局装置２０
０が、下りリンクの情報を送受信する際に使用可能な周波数帯域の中の一部の帯域（幅）
を有し、上りリンクコンポーネントキャリアは、基地局装置１００と移動局装置２００が
、上りリンクの情報を送受信する際に使用可能な周波数帯域の中の一部の帯域（幅）を有
している。さらに、コンポーネントキャリアは、ある特定の物理チャネル（例えば、PDCC
HやPUCCHなど）が構成される単位として定義されてもよい。
【００９７】
　また、コンポーネントキャリアは、連続な周波数帯域に配置されていても、不連続な周
波数帯域に配置されていてもよく、基地局装置１００と移動局装置２００は、連続および
／または不連続な周波数帯域である複数のコンポーネントキャリアを集約することによっ
て、広帯域な周波数帯域を構成し、これら複数のコンポーネントキャリアを複合的に使用
することによって、高速なデータ通信（情報の送受信）を実現することができる。
【００９８】
　さらに、コンポーネントキャリアによって構成される下りリンクの通信に使用される周
波数帯域と上りリンクの通信に使用される周波数帯域は、同じ帯域幅である必要はなく、
基地局装置１００と移動局装置２００は、コンポーネントキャリアによって構成される異
なる帯域幅を持った下りリンクの周波数帯域、上りリンクの周波数帯域を複合的に使用し
て通信を行なうことができる（上述した非対称周波数帯域集約:Asymmetric carrier aggr
egation）。
【００９９】
　図４は、第１の実施形態が適用可能な移動通信システムの例を示す図である。図４では
、例として、図９に示したような非対称周波数帯域集約された移動通信システムを示して
いるが、第１の実施形態は、対称周波数帯域集約および非対称周波数帯域集約されたいず
れの移動通信システムにでも適用可能である。
【０１００】
　図４は、例として、１００ＭＨｚの帯域幅を持った下りリンクの通信に使用される周波
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数帯域が、２０ＭＨｚの帯域幅を持った５つの下りリンクコンポーネントキャリア（DCC1
、DCC2、DCC3、DCC4、DCC5）によって構成されていることを示している。また、４０ＭＨ
ｚの帯域幅を持った上りリンクの通信に使用される周波数帯域が、２０ＭＨｚの帯域幅を
持った２つの上りリンクコンポーネントキャリア（UCC1、UCC2）によって構成されている
ことを示している。
【０１０１】
　図４において、下りリンク／上りリンクのコンポーネントキャリアそれぞれには下りリ
ンク／上りリンクのチャネルが配置され、基地局装置１００は、ＰＤＣＣＨを使用してＰ
ＤＳＣＨを移動局装置２００へ割り当て（スケジュールし）、ＰＤＳＣＨを使用して下り
リンクトランスポートブロックを移動局装置２００へ送信する。ここで、図４において、
基地局装置１００は、同一サブフレームで、最大５つまでの下りリンクトランスポートブ
ロック（PDSCHでも良い）を移動局装置２００へ送信することができる。
【０１０２】
　また、移動局装置２００は、ＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨを使用して、チャネ
ル状態情報や、下りリンクトランスポートブロックに対するＨＡＲＱにおけるＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを示す情報や、スケジューリング要求などの上りリンク制御情報を基地局装置１０
０へ送信する。また、移動局装置２００は、基地局装置１００からのＰＤＣＣＨによって
割り当てられた（スケジュールされた）、ＰＵＳＣＨを使用して上りリンクトランスポー
トブロックを基地局装置１００へ送信することができる。ここで、図４において、移動局
装置２００は、同一サブフレームで、最大２つまでの上りリンクトランスポートブロック
（PUSCHでも良い）を基地局装置１００へ送信することができる。
【０１０３】
　図４において、基地局装置１００は、移動局装置２００に対して、周期的なＳＲＳ（P-
SRS:Periodic SRS）の送信を指示することができる。例えば、基地局装置１００は、移動
局装置２００が、Ｐ-ＳＲＳを送信する際のインターバル（送信周期）を示す情報を、移
動局装置２００毎に送信するＲＲＣシグナリングに含めて移動局装置２００へ送信するこ
とによって、移動局装置２００に対して、Ｐ-ＳＲＳの送信を指示することができる。
【０１０４】
　基地局装置１００によってＰ-ＳＲＳの送信が指示された移動局装置２００は、周期的
にＰ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信する。例えば、移動局装置２００は、基地局装置
１００によって設定されたインターバルに従って、Ｐ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信
する。
【０１０５】
　また、図４において、基地局装置１００は、移動局装置２００に対して、非周期的なＳ
ＲＳ（A-SRS:Aperiodic SRS）の送信を指示することができる。例えば、基地局装置１０
０は、下りリンク制御情報フォーマット（DCIフォーマット、PDCCHでも良い）に、Ａ-Ｓ
ＲＳの送信指示を含めて移動局装置２００へ送信することによって、移動局装置２００に
対して、Ａ-ＳＲＳの送信を指示することができる。
【０１０６】
　例えば、基地局装置１００は、下りリンクに対するＤＣＩフォーマット（ダウンリンク
グラント、ダウンリンクアサインメントとも呼称する）に、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含め
て送信することによって、移動局装置２００に対して、Ａ-ＳＲＳの送信を指示すること
ができる。すなわち、基地局装置１００は上述したようなＤＣＩフォーマット１／１Ａ（
DCIフォーマット1/1Aと同様のDCIフォーマットでも良い）を使用して、移動局装置２００
に対して、Ａ-ＳＲＳの送信を指示することができる。また、基地局装置１００は上述し
たようなＤＣＩフォーマット２（DCIフォーマット2と同様のDCIフォーマットでも良い）
を使用して、移動局装置２００に対して、Ａ-ＳＲＳの送信を指示することができる。
【０１０７】
　以下、簡単のために、この下りリンクに対するＤＣＩフォーマット（DCIフォーマット1
/1A、DCIフォーマット1/1Aと同様のDCIフォーマット、DCIフォーマット2、DCIフォーマッ
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ト2と同様のDCIフォーマット、でも良い）を、ＤＣＩフォーマットＡと呼称する。
【０１０８】
　ここで、例えば、ＤＣＩフォーマットＡは、基地局装置１００が、ＰＤＳＣＨをスケジ
ューリングする際に使用される。すなわち、ＤＣＩフォーマットＡは、基地局装置１００
が、ＰＤＳＣＨを１つの送信アンテナポートで送信する際に使用される。また、ＤＣＩフ
ォーマットＡは、基地局装置１００が、ＰＤＳＣＨを複数の送信アンテナポートで送信す
る際に使用される。また、ＤＣＩフォーマットＡは、基地局装置１００が、ランダムアク
セスプロシージャ（random access procedure）に関する指示を行なう際に使用される。
【０１０９】
　例えば、ＤＣＩフォーマットＡで送信される情報には、リソース割り当てタイプを示す
リソース割り当てヘッダ情報（Resource allocation header）、ＰＤＳＣＨに対するリソ
ース割り当て情報（Resource block assignment）、変調方式や符号化率を示すＭＣＳ情
報（Modulation and Coding Scheme）、ＨＡＲＱのプロセスナンバーを示す情報（HARQ p
rocess number）、送信データが新データかどうかを識別するための情報（New data indi
cator）、再送用のパラメータを示す情報（Redundancy version）、ＰＵＣＣＨに対する
ＴＰＣコマンド情報（TPC command for PUCCH）が含まれる。
【０１１０】
　また、例えば、ＤＣＩフォーマットＡで送信される情報には、他のＤＣＩフォーマット
との識別に使用される情報（Flag for format differentiation）、バーチャルリソース
ブロックの割り当て方法の識別に使用される情報（Localized/Distributed VRB assignme
nt flag）、ランダムアクセスプロシージャに関する指示に使用される情報（Preamble In
dex、PRACH Mask Index）、パディングビット（Padding bit）が含まれる。
【０１１１】
　すなわち、これらの情報（情報ビット）がマップされる情報フィールドが、ＤＣＩフォ
ーマットＡに定義される。すなわち、ＤＣＩフォーマットＡには、下りリンクスケジュー
リング情報が含まれる。ここで、ＤＣＩフォーマットＡは、ある（特定の）移動局装置２
００に対する下りリンクに対する情報が含まれる。すなわち、ＤＣＩフォーマットＡは、
基地局装置１００によって、移動局装置固有検索領域（USS:UE specific Search Space）
に配置される。
【０１１２】
　基地局装置１００は、ＤＣＩフォーマットＡに、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含めて移動局
装置２００へ送信し、移動局装置２００に対して、Ａ-ＳＲＳの送信を指示することがで
きる。ここで、Ａ-ＳＲＳの送信指示は、例えば、ＤＣＩフォーマットＡにＡ-ＳＲＳの送
信指示に対する情報フィールド（例えば、1ビットの情報フィールド）を定義することに
よって、実現することができる。
【０１１３】
　また、Ａ-ＳＲＳの送信指示は、上述したようなＤＣＩフォーマットＡに含まれる情報
フィールド（情報）の中の、ある特定の情報フィールド（情報）をある特定の値にセット
することによって、実現することができる。例えば、Ａ-ＳＲＳの送信指示は、ＤＣＩフ
ォーマットＡに含まれるＦｌａｇ　ｆｏｒ　ｆｏｒｍａｔ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｔｉ
ｏｎを“０”に、Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ／Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ＶＲＢ　ａｓｓｉｇｎ
ｍｅｎｔ　ｆｌａｇを“１”にセットすることによって、実現することができる。また、
この際、ＤＣＩフォーマットＡに含まれる残りの情報フィールド（ある特定の情報フィー
ルド以外の情報フィールド）を、移動局装置２００が、Ａ-ＳＲＳを送信するための情報
フィールド（移動局装置200が、A-SRSを送信する際に使用するA-SRSパラメータがマップ
される情報フィールド）として使用することもできる。
【０１１４】
　ここで、ＤＣＩフォーマットＡに含まれるどの情報フィールド（どの情報）をどの値に
セットした際に、Ａ-ＳＲＳの送信指示を示すのかは、仕様等によって事前に定義され、
基地局装置１００と移動局装置２００の間で、既知とすることができる。このように、Ｄ
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ＣＩフォーマットに含まれるある特定の情報フィールド（情報）をある特定の値にセット
することによって、（本来の用途（例えば、下りリンクスケジューリング）とは異なる）
ある用途に用いること（例えば、A-SRSの送信指示に用いること）は、ＤＣＩフォーマッ
トにコードポイント（Code point）をセットするとも呼称される。
【０１１５】
　移動局装置２００は、事前に定義された情報フィールドがある特定の値にセットされて
いるかどうかに応じて、そのＤＣＩフォーマットが、例えば、下りリンクスケジューリン
グを指示しているのか、Ａ-ＳＲＳの送信を指示しているのかを認識する。また、移動局
装置２００は、事前に定義された情報フィールドがある特定の値にセットされているかど
うかに応じて、ＤＣＩフォーマットに含まれる情報フィールドの解釈を変更する。例えば
、移動局装置２００は、事前に定義された情報フィールドがある特定の値にセットされて
いる場合には、残りの情報フィールドを、Ａ-ＳＲＳを送信するためのＡ-ＳＲＳパラメー
タがマップされる情報フィールドへ、解釈を変更することができる。
【０１１６】
　すなわち、基地局装置１００は、ＤＣＩフォーマットＡに、Ａ-ＳＲＳの送信指示を明
示的に含めて移動局装置２００へ送信し（例えば、A-SRSの送信を指示する1ビットの情報
を移動局装置200へ送信し）、移動局装置２００に対して、Ａ-ＳＲＳの送信を指示するこ
とができる。また、基地局装置１００は、ＤＣＩフォーマットＡに含まれるある特定の情
報フィールドをある特定の値にセットすることによって、Ａ-ＳＲＳの送信指示を移動局
装置２００へ送信し、移動局装置２００に対して、Ａ-ＳＲＳの送信を指示することがで
きる。
【０１１７】
　また、例えば、基地局装置１００は、上りリンクに対するＤＣＩフォーマット（アップ
リンクグラント、アップリンクアサインメントとも呼称する）に、Ａ-ＳＲＳの送信指示
を含めて送信することによって、移動局装置２００に対して、Ａ-ＳＲＳの送信を指示す
ることができる。すなわち、基地局装置１００は上述したようなＤＣＩフォーマット０／
０Ａ（DCIフォーマット0/0Aと同様のDCIフォーマットでも良い）を使用して、移動局装置
２００に対して、Ａ-ＳＲＳの送信を指示することができる。
【０１１８】
　以下、簡単のために、この上りリンクに対するＤＣＩフォーマット（DCIフォーマット0
/0A、DCIフォーマット0/0Aと同様のDCIフォーマットでも良い）を、ＤＣＩフォーマット
Ｂと呼称する。
【０１１９】
　ここで、例えば、ＤＣＩフォーマットＢは、基地局装置１００が、ＰＵＳＣＨをスケジ
ューリングする際に使用される。すなわち、ＤＣＩフォーマットＢは、移動局装置２００
が、１つの送信アンテナポートでＰＵＳＣＨを送信する際に使用される。また、ＤＣＩフ
ォーマットＢは、移動局装置２００が、複数の送信アンテナポートでＰＵＳＣＨを送信す
る際に使用される。
【０１２０】
　例えば、ＤＣＩフォーマットＢで送信される情報には、他のＤＣＩフォーマットとの識
別に使用される情報（Flag for format differentiation）、ホッピングを伴う送信を指
示する情報（Hopping flag）、ＰＵＳＣＨに対するリソース割り当て情報（Resource blo
ck assignment）、変調方式や符号化率、再送用のパラメータを示す情報（Modulation an
d Coding Scheme and Redundancy version）、送信データが新データかどうかを識別する
ための情報（New data indicator）、スケジュールされたＰＵＳＣＨに対するＴＰＣコマ
ンド（TPC command for scheduled PUSCH）情報、復調参照信号に施されるサイクリック
シフトを示す情報（Cyclic shift for DM RS）、ＣＱＩの送信要求情報（CQI request）
、パディングビット（Padding bit）が含まれる。
【０１２１】
　すなわち、これらの情報（情報ビット）がマップされる情報フィールドが、ＤＣＩフォ
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ーマットＢに定義される。すなわち、ＤＣＩフォーマットＢには、上りリンクスケジュー
リング情報が含まれる。ここで、ＤＣＩフォーマットＢは、ある（特定の）移動局装置２
００に対する上りリンクスケジューリング情報が含まれる。すなわち、ＤＣＩフォーマッ
トＢは、基地局装置１００によって、移動局装置固有検索領域（USS:UE specific Search
 Space）に配置される。
【０１２２】
　基地局装置１００は、ＤＣＩフォーマットＢに、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含めて移動局
装置２００へ送信し、移動局装置２００に対して、Ａ-ＳＲＳの送信を指示することがで
きる。ここで、Ａ-ＳＲＳの送信指示は、例えば、ＤＣＩフォーマットＢにＡ-ＳＲＳの送
信指示に対する情報フィールド（例えば、1ビットの情報フィールド）を定義することに
よって、実現することができる。
【０１２３】
　また、Ａ-ＳＲＳの送信指示は、上述したようなＤＣＩフォーマットＢに含まれる情報
フィールド（情報）の中の、ある特定の情報フィールド（情報）をある特定の値にセット
することによって、実現することができる。例えば、Ａ-ＳＲＳの送信指示は、ＤＣＩフ
ォーマットＢに含まれるＦｌａｇ　ｆｏｒ　ｆｏｒｍａｔ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｔｉ
ｏｎを“０”に、Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔを“１”に設定
することによって、実現することができる。また、この際、ＤＣＩフォーマットＢに含ま
れる残りの情報フィールド（ある特定の情報フィールド以外の情報フィールド）を、Ａ-
ＳＲＳを送信するための情報フィールド（移動局装置200が、A-SRSを送信する際に使用す
るA-SRSパラメータがマップされる情報フィールド）として使用することもできる。
【０１２４】
　ここで、ＤＣＩフォーマットＢに含まれるどの情報フィールド（どの情報）をどの値に
セットした際に、Ａ-ＳＲＳの送信指示を示すのかは、仕様等によって事前に定義され、
基地局装置１００と移動局装置２００の間で、既知とすることができる。
【０１２５】
　すなわち、基地局装置１００は、ＤＣＩフォーマットＢに、Ａ-ＳＲＳの送信指示を明
示的に含めて移動局装置２００へ送信し（例えば、A-SRSの送信を指示する1ビットの情報
を移動局装置200へ送信し）、移動局装置２００に対して、Ａ-ＳＲＳの送信を指示するこ
とができる。また、基地局装置１００は、ＤＣＩフォーマットＢに含まれるある特定の情
報フィールドをある特定の値にセットすることによって、Ａ-ＳＲＳの送信指示を移動局
装置２００へ送信し、移動局装置２００に対して、Ａ-ＳＲＳの送信を指示することがで
きる。
【０１２６】
　また、例えば、基地局装置１００は、複数の移動局装置２００に対する複数のＴＰＣコ
マンドを含むＤＣＩフォーマットに、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含めて送信することによっ
て、移動局装置２００に対して、Ａ-ＳＲＳの送信を指示することができる。すなわち、
基地局装置１００は上述したようなＤＣＩフォーマット３／３Ａ（DCIフォーマット3/3A
と同様のDCIフォーマットでも良い）を使用して、移動局装置２００に対して、Ａ-ＳＲＳ
の送信を指示することができる。
【０１２７】
　以下、簡単のために、複数の移動局装置２００に対する複数のＴＰＣコマンドを含むＤ
ＣＩフォーマット（DCIフォーマット3/3A、DCIフォーマット3/3Aと同様のDCIフォーマッ
トでも良い）を、ＤＣＩフォーマットＣと呼称する。
【０１２８】
　例えば、ＤＣＩフォーマットＣは、基地局装置１００が、ＰＵＣＣＨに対するＴＰＣコ
マンドを通知する際に使用される。また、例えば、ＤＣＩフォーマットＣは、ＰＵＳＣＨ
に対するＴＰＣコマンドを通知する際に使用される。基地局装置１００は、ＤＣＩフォー
マットＣに、複数のＴＰＣコマンドを含めて、複数の移動局装置２００へ送信することが
できる。すなわち、ＤＣＩフォーマットＣは、基地局装置１００によって、共通検索領域
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（CSS:Common Search Space）に配置される。
【０１２９】
　すなわち、複数のＴＰＣコマンドを示す情報（情報ビット）がマップされるフィールド
（情報フィールド）が、ＤＣＩフォーマットＣに定義される。すなわち、ＤＣＩフォーマ
ットＣには、複数の移動局装置２００に対するグループスケジューリング情報が含まれる
。
【０１３０】
　例えば、基地局装置１００は、移動局装置２００に対して、識別子（以下、SRS-RNTIと
も呼称する）とインデックスを通知し、移動局装置２００は、基地局装置１００によって
通知されたＳＲＳ-ＲＮＴＩによって識別されるＤＣＩフォーマットＣに含まれるインデ
ックスに対応する情報フィールドを、自装置宛の情報フィールドとして認識することがで
きる。すなわち、基地局装置１００は、ＤＣＩフォーマットＣの各情報フィールドに、複
数の移動局装置２００に対するＡ-ＳＲＳの送信指示を含めて送信し、複数の移動局装置
２００に対して、Ａ-ＳＲＳの送信を指示することができる。
【０１３１】
　また、この際、基地局装置１００は、移動局装置２００へ複数のインデックスを通知し
（DCIフォーマットC内の複数の情報フィールドを認識できる情報を通知し）、ＤＣＩフォ
ーマットＣに含まれる情報フィールドを、Ａ-ＳＲＳを送信するための情報フィールド（
移動局装置200が、A-SRSを送信する際に使用するA-SRSパラメータがマップされる情報フ
ィールド）として使用することもできる。
【０１３２】
　基地局装置１００によってＡ-ＳＲＳの送信が指示された移動局装置２００は、非周期
的にＡ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信する。例えば、移動局装置２００は、基地局装
置１００からＡ-ＳＲＳの送信指示が含まれるＤＣＩフォーマット（PDCCHでも良い）が通
知されたサブフレームの所定後のサブフレーム（例えば、4サブフレーム後のサブフレー
ム）で、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる。
【０１３３】
　また、基地局装置１００は、移動局装置２００が、Ｐ-ＳＲＳを送信するサブフレーム
を、セル固有（cell specific）および／または移動局装置固有（UE specific）に、移動
局装置２００へ設定することができる。また、基地局装置１００は、移動局装置２００が
Ａ-ＳＲＳを送信するサブフレームを、セル固有（cell specific）および／または移動局
装置固有（UE specific）に、移動局装置２００へ設定することができる。以下、基地局
装置１００によって設定される、移動局装置２００が、Ｐ-ＳＲＳおよび／またはＡ-ＳＲ
Ｓを送信するサブフレームをＳＲＳサブフレームとも呼称する。
【０１３４】
　例えば、基地局装置１００は、ＳＲＳサブフレームを、報知情報（報知チャネル）を使
用して、セル固有に、移動局装置２００へ設定することができる。また、基地局装置１０
０は、ＳＲＳサブフレームを、ＲＲＣシグナリングを使用して、移動局装置固有に、移動
局装置２００へ設定することができる。例えば、基地局装置１００は、ＳＲＳサブフレー
ムを、基準となるあるサブフレームからのオフセット値と周期によって設定することがで
きる。
【０１３５】
　移動局装置２００は、基地局装置１００によって設定されたＳＲＳサブフレームで、Ｐ
-ＳＲＳを送信することができる。例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００によ
って設定されたインターバルに従って、ＳＲＳサブフレームで、周期的にＰ-ＳＲＳを送
信する。
【０１３６】
　また、移動局装置２００は、基地局装置１００によって設定されたＳＲＳサブフレーム
で、Ａ-ＳＲＳを送信することができる。例えば、移動局装置２００は、基地局装置１０
０によってＡ-ＳＲＳの送信指示が含まれるＤＣＩフォーマットが通知されたサブフレー
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ムの後の、最初のＳＲＳサブフレームで、Ａ-ＳＲＳを送信する。すなわち、移動局装置
２００は、基地局装置１００からＡ-ＳＲＳの送信指示が含まれるＤＣＩフォーマットを
検出した後の、最初のＳＲＳサブフレームで、Ａ-ＳＲＳを送信する。
【０１３７】
　また、基地局装置１００は、移動局装置２００が、Ｐ-ＳＲＳを送信する際に使用する
パラメータ（P-SRSパラメータ）を、移動局装置２００に対して設定することができる。
例えば、基地局装置１００は、Ｐ-ＳＲＳパラメータを、ＲＲＣシグナリングを使用して
、移動局装置２００へ設定することができる。また、例えば、基地局装置１００は、移動
局装置２００が、Ｐ-ＳＲＳパラメータを、ＰＤＣＣＨを使用して、移動局装置２００へ
設定することができる。
【０１３８】
　ここで、Ｐ-ＳＲＳパラメータには、移動局装置２００がＰ-ＳＲＳを送信する際のイン
ターバル（送信周期）が含まれる。また、Ｐ-ＳＲＳパラメータには、移動局装置２００
がＰ-ＳＲＳを送信するための送信帯域幅（SRS送信帯域幅）が含まれる。また、Ｐ-ＳＲ
Ｓパラメータには、移動局装置２００間または信号間の直交性を維持するために使用され
るサイクリックシフト（CS:Cyclic Shift）が含まれる。また、Ｐ-ＳＲＳパラメータには
、Ｐ-ＳＲＳを配置する周波数位置を示す周波数割り当て位置を示す情報が含まれる。ま
た、Ｐ-ＳＲＳパラメータには、Ｐ-ＳＲＳの送信を満了するための送信回数または送信停
止時間が含まれる。また、Ｐ-ＳＲＳパラメータには、Ｐ-ＳＲＳを送信するアンテナポー
ト（アンテナインデックス）が含まれる。また、Ｐ-ＳＲＳパラメータには、ＭＩＭＯの
ように複数のアンテナを同時に使用してＰ-ＳＲＳの送信を行なうか否かを示す複数アン
テナ同時送信フラグが含まれる。また、Ｐ-ＳＲＳパラメータには、Ｐ-ＳＲＳに対するＴ
ＰＣコマンド（送信電力制御情報）が含まれる。
【０１３９】
　また、基地局装置１００は、移動局装置２００が、Ａ-ＳＲＳを送信する際に使用する
パラメータ（A-SRSパラメータ）を、移動局装置２００に対して設定することができる。
例えば、基地局装置１００は、Ａ-ＳＲＳパラメータを、ＲＲＣシグナリングを使用して
、移動局装置２００へ設定することができる。また、例えば、基地局装置１００は、移動
局装置２００が、Ａ-ＳＲＳパラメータを、ＰＤＣＣＨを使用して、移動局装置２００へ
割り当てることができる。また、上述したように、基地局装置１００は、ＤＣＩフォーマ
ットにコードポイントをセットすることによって、Ａ-ＳＲＳパラメータを、移動局装置
２００へ割り当てることができる。
【０１４０】
　ここで、Ａ-ＳＲＳパラメータには、移動局装置２００がＡ-ＳＲＳを送信する際の送信
帯域幅（SRS送信帯域幅）が含まれる。また、Ａ-ＳＲＳパラメータには、移動局装置２０
０間または信号間の直交性を維持するために使用されるサイクリックシフト（CS:Cyclic 
Shift）が含まれる。また、Ａ-ＳＲＳパラメータには、Ａ-ＳＲＳを配置する周波数位置
を示す周波数割り当て位置を示す情報が含まれる。また、Ａ-ＳＲＳパラメータには、Ａ-
ＳＲＳの送信を満了するための送信回数または送信停止時間が含まれる。また、Ａ-ＳＲ
Ｓパラメータには、Ａ-ＳＲＳを送信するアンテナポート（アンテナインデックス）が含
まれる。また、Ａ-ＳＲＳパラメータには、ＭＩＭＯのように複数のアンテナを同時に使
用してＡ-ＳＲＳの送信を行なうか否かを示す複数アンテナ同時送信フラグが含まれる。
また、Ａ-ＳＲＳパラメータには、Ａ-ＳＲＳに対するＴＰＣコマンド（送信電力制御情報
）が含まれる。
【０１４１】
　ここで、Ａ-ＳＲＳパラメータは、Ａ-ＳＲＳの送信を指示するＤＣＩフォーマット毎に
設定されても良い。例えば、基地局装置１００からのＤＣＩフォーマットＡによってＡ-
ＳＲＳの送信が指示された場合に使用するＡ-ＳＲＳパラメータと、ＤＣＩフォーマット
ＢによってＡ-ＳＲＳの送信が指示された場合に使用するＡ-ＳＲＳパラメータと、ＤＣＩ
フォーマットＣによってＡ-ＳＲＳの送信が指示された場合に使用するＡ-ＳＲＳパラメー
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タが、それぞれ設定されても良い。移動局装置２００は、基地局装置１００からのＡ-Ｓ
ＲＳの送信指示を含んだＤＣＩフォーマットに応じて、使用するＡ-ＳＲＳパラメータを
切り替えて、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる。すなわち、基地局
装置１００が、このようにＡ－ＳＲＳパラメータを設定することによって、使用するＤＣ
Ｉフォーマットの用途に応じて、適切にＡ－ＳＲＳパラメータを設定することができる。
【０１４２】
　また、Ａ-ＳＲＳパラメータは、Ａ-ＳＲＳの送信を指示するＤＣＩフォーマットに依ら
ずに、共通のＡ-ＳＲＳパラメータ（単一のA-SRSパラメータ）として設定されても良い。
移動局装置２００は、基地局装置１００からＡ-ＳＲＳの送信指示を含んだＤＣＩフォー
マットが通知された場合には、ＤＣＩフォーマットに依らずに（どのDCIフォーマットに
よってA-SRSの送信が指示されたとしても）、単一のＡ-ＳＲＳパラメータを使用して、Ａ
-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる。
【０１４３】
　図５は、移動局装置２００によるＳＲＳ（P-SRS、A-SRS）送信の例を示す図である。図
５において、横軸はサブフレーム（時間）を示している。また、縦軸は周波数（周波数帯
域）を示している。ここで、図５は、例として、移動局装置２００による１つの上りリン
クコンポーネントキャリア内におけるＳＲＳの送信を示している。
【０１４４】
　図５に示すように、例えば、基地局装置１００は、移動局装置２００に対して、上りリ
ンクコンポーネント毎にＳＲＳ（P-SRS、A-SRS）の送信を指示（設定）し、移動局装置２
００は、基地局装置１００からの指示に従って、上りリンクコンポーネント毎にＳＲＳ（
P-SRS、A-SRS）を基地局装置１００へ送信することもできる。すなわち、基地局装置１０
０は、Ｐ-ＳＲＳパラメータおよび／またはＡ-ＳＲＳパラメータを、上りリンクコンポー
ネント毎に、移動局装置２００へ設定することができる。
【０１４５】
　ここで、移動局装置２００が、上りリンク信号をマッピングするＳＣ-ＦＤＭＡシンボ
ルそれぞれは、異なる用途に使用される。例えば、移動局装置２００が、上りリンク信号
を７つのＳＣ-ＦＤＭＡシンボル（0番から6番の7つのSC-FDMAシンボル）にマッピングし
て基地局装置１００へ送信する場合、ＳＲＳ（P-SRS、A-SRS）は、６番目のＳＣ-ＦＤＭ
Ａシンボルにマップされる。
【０１４６】
　以下、簡単のために、移動局装置２００は、サブフレームにおいてＳＲＳ（P-SRS、A-S
RS）を基地局措置へ送信すると記載するが、ＳＲＳ（P-SRS、A-SRS）は、サブフレーム内
の、あるＳＣ-ＦＤＭＡシンボルにマッピングされて基地局装置１００へ送信されても良
い。また、以下に記載するような、Ｐ-ＳＲＳの送信とＡ-ＳＲＳの送信が同時に生じる（
P-SRSの送信とA-SRSの送信が衝突する）ことは、Ｐ-ＳＲＳの送信とＡ-ＳＲＳの送信が、
シンボルレベルで、同時に生じる（衝突する）ことを示していても良い。
【０１４７】
　図５では、基地局装置１００が、ＳＲＳサブフレームとして、サブフレームｎ-２、サ
ブフレームｎ、サブフレームｎ＋２、サブフレームｎ＋４、サブフレームｎ＋６、サブフ
レームｎ＋８、サブフレームｎ＋１０を移動局装置２００へ設定していることを示してい
る。移動局装置２００は、基地局装置１００によって設定されたＳＲＳサブフレームで、
ＳＲＳ（P-SRS、A-SRS）を基地局装置１００へ送信することができる。
【０１４８】
　また、移動局装置２００は、基地局装置１００からＡ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩ
フォーマットが通知されたサブフレームの所定後のサブフレーム（例えば、4サブフレー
ム後のサブフレーム）で、Ａ-ＳＲＳを送信することができる。また、移動局装置２００
は、基地局装置１００からＡ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマット（PDCCHでも良
い）が通知されたサブフレームの後の、最初のＳＲＳサブフレーム（SRSを送信可能なサ
ブフレーム）で、Ａ-ＳＲＳを送信することができる。
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【０１４９】
　図５では、移動局装置２００が、基地局装置１００からの指示に従って、Ｐ-ＳＲＳ（
網線で示される）を、サブフレームｎ-２、サブフレームｎ＋２、サブフレームｎ＋４、
サブフレームｎ＋６、サブフレームｎ＋１０で基地局装置１００へ送信していることを示
している。すなわち、移動局装置２００は、基地局装置１００によって設定されたインタ
ーバル（2サブフレーム毎、2ms毎）に従って、周期的に（2サブフレーム毎に、2ms毎に）
Ｐ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信する。
【０１５０】
　ここで、移動局装置２００は、サブフレームｎ＋４、サブフレームｎ＋１０で、基地局
装置１００によって設定された送信帯域幅（SRS送信帯域幅）に従って、帯域Ｃの一部で
ある（帯域Cを分割した帯域の一部である）帯域Ｃ-１でＰ-ＳＲＳを基地局装置１００へ
送信する。また、移動局装置２００は、サブフレームｎ-２、サブフレームｎ＋２、サブ
フレームｎ＋６で、基地局装置１００によって設定された送信帯域幅（SRS送信帯域幅）
に従って、帯域Ｃの一部である（帯域Cを分割した帯域の一部である）帯域Ｃ-２でＰ-Ｓ
ＲＳを基地局装置１００へ送信する。ここで、移動局装置２００が、ある帯域（帯域C-1
、帯域C-2）で、Ｐ-ＳＲＳを送信する順番は、予め定義される（基地局装置100によって
設定されても良い）。また、基地局装置１００は、Ｐ-ＳＲＳを１回だけ送信するように
、移動局装置２００へ設定することができる。
【０１５１】
　また、図５では、移動局装置２００が、基地局装置１００からの指示に従って、Ａ-Ｓ
ＲＳ（斜線で示される）を、サブフレームｎ、サブフレームｎ＋８で基地局装置１００へ
送信していることを示している。
【０１５２】
　ここで、移動局装置２００は、サブフレームｎで、基地局装置１００によって設定され
た送信帯域幅（SRS送信帯域幅）に従って、帯域ＡでＡ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信
する。また、移動局装置２００は、サブフレームｎ＋８で、基地局装置１００によって設
定された送信帯域幅（SRS送信帯域幅）に従って、帯域ＢでＡ-ＳＲＳを基地局装置１００
へ送信する。
【０１５３】
　また、図５において、サブフレームｎ、サブフレームｎ＋８は、Ｐ-ＳＲＳの送信とＡ-
ＳＲＳの送信が同時に生じているサブフレームを示している。図５において、移動局装置
２００は、Ｐ-ＳＲＳの送信とＡ-ＳＲＳの送信が同時に生じた場合には、Ｐ-ＳＲＳを送
信せずに（ドロップして）、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる。こ
こで、移動局装置２００は、Ｐ-ＳＲＳの送信とＡ-ＳＲＳの送信が同時に生じた場合には
、Ｐ-ＳＲＳとＡ-ＳＲＳを多重して共に、基地局装置１００へ送信することもできる。例
えば、移動局装置２００は、Ｐ-ＳＲＳの送信とＡ-ＳＲＳの送信が同時に生じた場合には
、Ｐ-ＳＲＳとＡ-ＳＲＳをコード多重して共に、基地局装置１００へ送信することができ
る。
【０１５４】
　ここで、図５では、例として、移動局装置２００が、基地局装置１００によって設定さ
れたＳＲＳサブフレーム全てにおいて、ＳＲＳ（P-SRS、A-SRS）を送信しているが、移動
局装置２００は、基地局装置１００によってＳＲＳの送信が指示されていない場合には、
ＳＲＳを送信しない。すなわち、移動局装置２００は、基地局装置１００によって設定さ
れた全てのＳＲＳサブフレームで、ＳＲＳを送信しなくても良い。
【０１５５】
　図６は、移動局装置２００によるＡ-ＳＲＳ送信の例を説明する図である。図６におい
て、横軸は、サブフレーム（時間）を表している。また、基地局装置１００が、ＳＲＳサ
ブフレームとして、サブフレームｎ-２、サブフレームｎ＋６を移動局装置２００へ設定
していることを示している。また、移動局装置２００が、基地局装置１００によって設定
されたサブフレームｎ-２、サブフレームｎ＋６で、Ｐ-ＳＲＳ（網線で示される）を送信



(26) JP 5699136 B2 2015.4.8

10

20

30

40

50

していることを示している。また、移動局装置２００が、サブフレームｎ＋４で、Ａ-Ｓ
ＲＳ（斜線で示される）を送信していることを示している。
【０１５６】
　図６において、基地局装置１００は、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマット
を少なくとも１つ含む複数のＤＣＩフォーマットを、同一サブフレームで、移動局装置２
００へ通知することができる。すなわち、基地局装置１００は、複数の異なるＤＣＩフォ
ーマットを、同一サブフレームで、移動局装置２００へ通知することができる。図６では
、基地局装置１００が、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットを少なくとも１
つ含む複数のＤＣＩフォーマット（第1のDCIフォーマット、第2のDCIフォーマット、第3
のDCIフォーマットで示される）を、サブフレームｎで、移動局装置２００へ通知してい
ることを示している。
【０１５７】
　ここで、図６では、例として、基地局装置１００が、３つのＤＣＩフォーマットを、同
一サブフレームで、移動局装置２００へ通知しているが、基地局装置１００によって、同
一サブフレームで通知されるＤＣＩフォーマットは、いくつであってもいいことは勿論で
ある。
【０１５８】
　ここで、基地局装置１００によって、移動局装置２００へ通知されるＤＣＩフォーマッ
トには、上述したようなＤＣＩフォーマットＡ、ＤＣＩフォーマットＢ、ＤＣＩフォーマ
ットＣが含まれる。また、基地局装置１００によって、移動局装置２００へ通知されるＤ
ＣＩフォーマットには、上述したようなＡ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマット
Ａ、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットＢ、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣ
ＩフォーマットＣが含まれる。
【０１５９】
　図６において、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットを少なくとも１つは含
む複数のＤＣＩフォーマットを、同一サブフレームで、基地局装置１００から通知された
移動局装置２００は、複数のＤＣＩフォーマットのうち、所定のＤＣＩフォーマットがＡ
-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信すること
ができる。図６では、移動局装置２００は、Ａ-ＳＲＳを、基地局装置１００からＡ-ＳＲ
Ｓの送信指示が含まれるＤＣＩフォーマットが通知されたサブフレームの４サブフレーム
後のサブフレーム（サブフレームn+4）で、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信している
ことを示している。
【０１６０】
　例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマ
ットのうち、ＤＣＩフォーマットＡがＡ-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合には（A-SRS
の送信指示を含むDCIフォーマットAが通知された場合には、または、A-SRSの送信指示を
含むDCIフォーマットAを検出した場合には）、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信する
ことができる。
【０１６１】
　また、例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフ
ォーマットのうち、ＤＣＩフォーマットＢがＡ-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合には
（A-SRSの送信指示を含むDCIフォーマットBが通知された場合には、または、A-SRSの送信
指示を含むDCIフォーマットBを検出した場合には）、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送
信することができる。
【０１６２】
　また、例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフ
ォーマットのうち、ＤＣＩフォーマットＣがＡ-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合には
（A-SRSの送信指示を含むDCIフォーマットCが通知された場合には、または、A-SRSの送信
指示を含むDCIフォーマットCを検出した場合には）、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送
信することができる。



(27) JP 5699136 B2 2015.4.8

10

20

30

40

50

【０１６３】
　ここで、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、どのＤＣ
ＩフォーマットがＡ-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合に、移動局装置２００が、Ａ-Ｓ
ＲＳを送信するのかは、仕様等によって事前に定義される。すなわち、基地局装置１００
と移動局装置２００の間で、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマット
のうち、どのＤＣＩフォーマットがＡ-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合に、Ａ-ＳＲＳ
を送受信するのかが、事前に定義される。
【０１６４】
　また、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、どのＤＣＩ
フォーマットがＡ-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合に、移動局装置２００が、Ａ-ＳＲ
Ｓを送信するのかは、基地局装置１００によって、例えば、ＲＲＣシグナリングを使用し
て、設定されても良い。例えば、基地局装置１００は、ＤＣＩフォーマットＡにＡ-ＳＲ
Ｓの送信指示が含まれている場合には、Ａ-ＳＲＳを送信することを、移動局装置２００
へ設定することができる。
【０１６５】
　また、図６において、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットを少なくとも１
つは含む複数のＤＣＩフォーマットを、同一サブフレームで、基地局装置１００から通知
された移動局装置２００は、複数のＤＣＩフォーマットのうち、所定のＤＣＩフォーマッ
トを優先し、優先したＤＣＩフォーマットがＡ-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合には
、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる。
【０１６６】
　例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマ
ットのうち、ＤＣＩフォーマットＡを優先し、優先したＤＣＩフォーマットがＡ-ＳＲＳ
の送信指示を含んでいる場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができ
る。
【０１６７】
　また、例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフ
ォーマットのうち、ＤＣＩフォーマットＢを優先し、優先したＤＣＩフォーマットＢがＡ
-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信すること
ができる。
【０１６８】
　また、例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフ
ォーマットのうち、ＤＣＩフォーマットＣを優先し、優先したＤＣＩフォーマットＣがＡ
-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信すること
ができる。
【０１６９】
　ここで、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、移動局装
置２００が、どのＤＣＩフォーマットを優先するのかは、仕様等によって事前に定義され
る。すなわち、基地局装置１００が、複数のＤＣＩフォーマットを、同一サブフレームで
、移動局装置２００へ通知した際に、移動局装置２００が、どのＤＣＩフォーマットに従
って動作するのかが、事前に定義される。すなわち、基地局装置１００と移動局装置２０
０の間で、基地局装置１００から複数のＤＣＩフォーマットが通知された場合に、複数の
ＤＣＩフォーマットのうち、どのＤＣＩフォーマットに従って動作するのかが、事前に定
義される。
【０１７０】
　また、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、移動局装置
２００が、どのＤＣＩフォーマットに従って動作するのかは、基地局装置１００によって
、例えば、ＲＲＣシグナリングを使用して、設定されても良い。例えば、基地局装置１０
０は、移動局装置２００に対して、ＤＣＩフォーマットＡに従って動作することを、設定
することができる。
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【０１７１】
　例えば、基地局装置１００と移動局装置２００の間で、基地局装置１００から通知され
た複数のＤＣＩフォーマットのうち、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットＢ
を最も優先し、次に、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットＣを優先し、次に
、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットＡを優先することが、事前に定義され
る。すなわち、基地局装置１００と移動局装置２００の間で、基地局装置１００から複数
のＤＣＩフォーマットが通知された場合に、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマ
ットＢに従って動作することが、事前に定義される。
【０１７２】
　また、例えば、基地局装置１００と移動局装置２００の間で、基地局装置１００から通
知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、ＤＣＩフォーマットＣを最も優先し、次に、
Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットＣを優先し、次に、ＤＣＩフォーマット
Ａを優先し、次に、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットＡを優先し、次に、
ＤＣＩフォーマットＢを優先し、次に、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマット
Ｂを優先することが、事前に定義される。すなわち、基地局装置１００と移動局装置２０
０の間で、基地局装置１００から複数のＤＣＩフォーマットが通知された場合に、ＤＣＩ
フォーマットＣに従って動作することが、事前に定義される。
【０１７３】
　また、例えば、基地局装置１００と移動局装置２００の間で、基地局装置１００から通
知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、ＤＣＩフォーマットＢを最も優先し、次に、
ＤＣＩフォーマットＡを優先し、次に、ＤＣＩフォーマットＣを優先することが、事前に
定義されても良い。すなわち、ＤＣＩフォーマットＡ、ＤＣＩフォーマットＢ、ＤＣＩフ
ォーマットＣに対する優先度のみが、事前に定義されても良い。すなわち、基地局装置１
００と移動局装置２００の間で、基地局装置１００から複数のＤＣＩフォーマット（DCI
フォーマットA、DCIフォーマットB、DCIフォーマットC）が通知された場合に、複数のＤ
ＣＩフォーマットのうち、どのＤＣＩフォーマットに従って動作するのかが、事前に定義
されても良い。
【０１７４】
　例えば、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、ＤＣＩフ
ォーマットＢに従って動作することが事前に定義された移動局装置２００は、基地局装置
１００から通知されたＤＣＩフォーマットＢにＡ-ＳＲＳの送信指示が含まれている場合
には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる。すなわち、基地局装置１
００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、ＤＣＩフォーマットＢに従って動
作することが事前に定義された移動局装置２００は、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩ
フォーマットＢに従って、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる。
【０１７５】
　また、例えば、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、Ｄ
ＣＩフォーマットＢに従って動作することが事前に定義された移動局装置２００は、基地
局装置１００から通知されたＤＣＩフォーマットＡおよび／またはＤＣＩフォーマットＣ
にＡ-ＳＲＳの送信指示が含まれていたとしても、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信し
ない。例えば、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、ＤＣ
ＩフォーマットＢに従って動作することが事前に定義された移動局装置２００は、Ａ-Ｓ
ＲＳの送信指示を含まないＤＣＩフォーマットＢによってスケジュールされたＰＵＳＣＨ
を使用して、上りリンクデータを基地局装置１００へ送信する。
【０１７６】
　また、図６において、複数のＤＣＩフォーマットを、同一サブフレームで、基地局装置
１００から通知された移動局装置２００は、複数のＤＣＩフォーマットの全てがＡ-ＳＲ
Ｓの送信指示を含んでいる場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することがで
きる。
【０１７７】
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　例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマ
ット（第1のDCIフォーマット、第2のDCIフォーマット、第3のDCIフォーマット）の全てに
Ａ-ＳＲＳの送信指示が含まれている場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信する
ことができる。
【０１７８】
　上記までに示したように、基地局装置１００が、複数のＤＣＩフォーマットを、同一サ
ブフレームで、移動局装置２００へ通知した際に、移動局装置２００が、所定のＤＣＩフ
ォーマットにＡ-ＳＲＳの送信指示が含まれている場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１０
０へ送信することによって、基地局装置１００と移動局装置２００の間で、移動局装置２
００によるＡ-ＳＲＳの送信が行なわれることを共有（認識）することができる。
【０１７９】
　また、基地局装置１００が、複数の（異なる）ＤＣＩフォーマットを、同一サブフレー
ムで、移動局装置２００へ通知した際に、移動局装置２００が、複数のＤＣＩフォーマッ
トの全てにＡ-ＳＲＳの送信指示が含まれている場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００
へ送信することによって、基地局装置１００と移動局装置２００の間で、移動局装置２０
０によるＡ-ＳＲＳの送信が行なわれることを共有（認識）することができる。
【０１８０】
　基地局装置１００は、移動局装置２００から送信されるＡ-ＳＲＳに基づいて、移動局
装置２００をスケジューリングし、例えば、ＰＵＳＣＨリソースの割り当てやＰＵＳＣＨ
に施すべき変調方式、符号化率の決定などを行なうことができる。すなわち、基地局装置
１００によって、移動局装置２００に対する効率的なスケジューリングを行なうことがで
きる。
【０１８１】
　（第２の実施形態）
　次に、基地局装置１００および移動局装置２００を用いた移動通信システムにおける第
２の実施形態を説明する。第２の実施形態では、基地局装置１００は、ＳＲＳの送信指示
を含むＤＣＩフォーマットを、少なくとも１つは含む複数のＤＣＩフォーマットを、ある
特定の期間において、移動局装置２００へ通知し、移動局装置２００は、複数のＤＣＩフ
ォーマットのうち、所定のＤＣＩフォーマットが、ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合に
は、ＳＲＳを基地局装置１００へ送信する。
【０１８２】
　また、基地局装置１００は、ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットを、少なくと
も１つは含む複数のＤＣＩフォーマットを、ある特定の期間において、移動局装置２００
へ通知し、移動局装置２００は、ＳＲＳを送信するサブフレームの所定の数だけ前のサブ
フレームに最も近いサブフレームで通知されたＤＣＩフォーマットが、ＳＲＳの送信指示
を含んでいる場合には、ＳＲＳを前記基地局装置１００へ送信する。
【０１８３】
　また、基地局装置１００は、複数のＤＣＩフォーマットを、ある特定の期間において、
移動局装置２００へ通知し、移動局装置２００は、複数のＤＣＩフォーマットの全てが、
ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合には、ＳＲＳを基地局装置１００へ送信する。
【０１８４】
　ここで、ある特定の期間とは、移動局装置２００が、ＳＲＳを基地局装置１００へ送信
した次のサブフレームから、再度、ＳＲＳを前記基地局装置１００へ送信するサブフレー
ムまでの期間が含まれる。また、ある特定の期間とは、移動局装置２００が、ＳＲＳを基
地局装置１００へ送信したサブフレームから、再度、ＳＲＳを前記基地局装置１００へ送
信するサブフレームまでの期間が含まれる。すなわち、ある特定の期間とは、基地局装置
１００によって設定されたＳＲＳサブフレーム（連続するSRSサブフレーム）間の期間が
含まれる。例えば、ある特定の期間には、図７におけるサブフレームｎ-１からサブフレ
ームｎ＋６までの期間が含まれる。また、例えば、ある特定の期間には、図７におけるサ
ブフレームｎ-２からサブフレームｎ＋６までの期間が含まれる。
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【０１８５】
　また、ある特定の期間とは、移動局装置２００が、ＳＲＳを基地局装置１００へ送信し
た次のサブフレームから、再度、ＳＲＳを基地局装置１００へ送信するサブフレームの所
定の数だけ前のサブフレーム（例えば、4サブフレーム前のサブフレーム）までの期間が
含まれる。また、ある特定の期間とは、移動局装置２００が、ＳＲＳを基地局装置１００
へ送信したサブフレームから、再度、ＳＲＳを基地局装置１００へ送信するサブフレーム
の所定の数だけ前のサブフレーム（例えば、4サブフレーム前のサブフレーム）までの期
間が含まれる。例えば、ある特定の期間には、図７におけるサブフレームｎ-１からサブ
フレームｎ＋２までの期間が含まれる。また、例えば、ある特定の期間には、図７におけ
るサブフレームｎ-２からサブフレームｎ＋２までの期間が含まれる。
【０１８６】
　ここで、移動局装置２００が、ＳＲＳを基地局装置１００へ送信するサブフレームとは
、移動局装置２００が、Ｐ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信するサブフレームが含まれ
る。また、移動局装置２００が、ＳＲＳを基地局装置１００へ送信するサブフレームとは
、移動局装置２００が、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信するサブフレームが含まれ
る。
【０１８７】
　また、ある特定の期間とは、基地局装置１００から移動局装置２００へ設定される期間
が含まれる。例えば、基地局装置１００は、ある特定の期間を、報知情報を使用して、移
動局装置２００へ設定することができる。また、例えば、基地局装置１００は、ある特定
の期間を、ＲＲＣシグナリングを使用して、移動局装置２００へ設定することができる。
【０１８８】
　また、基地局装置１００は、移動局装置２００が、ＳＲＳを基地局装置１００へ送信す
るサブフレームを、セル固有に、移動局装置２００へ設定することができる。また、基地
局装置１００は、移動局装置２００が、ＳＲＳを基地局装置１００へ送信するサブフレー
ムを、移動局装置固有に、移動局装置２００へ設定することができる。移動局装置２００
は、基地局装置１００から設定されたサブフレームで、ＳＲＳを基地局装置１００へ送信
することができる。
【０１８９】
　また、基地局装置１００は、ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットを、移動局装
置固有検索領域（USS:UE specific Search Space）に配置することができる。ここで、基
地局装置１００は、ＵＳＳに配置するＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットに、下
りリンクスケジューリングの情報を含めて、移動局装置２００へ通知することができる。
また、基地局装置１００は、ＵＳＳに配置するＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマッ
トに、上りリンクスケジューリングの情報を含めて、移動局装置２００へ通知することが
できる。
【０１９０】
　また、基地局装置１００は、ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットを、共通検索
領域（CSS:Common Search Space）に配置することができる。
【０１９１】
　第２の実施形態は、第１の実施形態で説明した移動通信システムと同様の移動通信シス
テムに適用可能である。すなわち、第２の実施形態は、対称周波数帯域集約および非対称
周波数帯域集約されたいずれの移動通信システムにでも適用可能である。
【０１９２】
　第１の実施形態で説明したように、基地局装置１００は、移動局装置２００に対して、
Ｐ-ＳＲＳの送信を指示することができる。また、基地局装置１００は、移動局装置２０
０に対して、Ａ-ＳＲＳの送信を指示することができる。ここで、基地局装置１００によ
るＰ-ＳＲＳの送信指示、Ａ-ＳＲＳの送信指示に関しては、第１の実施形態で説明したの
で省略する。
【０１９３】
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　また、移動局装置２００は、基地局装置１００からの指示に従って、周期的にＰ-ＳＲ
Ｓを基地局装置１００へ送信することができる。また、移動局装置２００は、基地局装置
１００からの指示に従って、非周期的にＡ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することが
できる。ここで、移動局装置２００によるＰ-ＳＲＳの送信、Ａ-ＳＲＳの送信に関しては
、第１の実施形態で説明したので省略する。
【０１９４】
　図７は、移動局装置２００によるＡ-ＳＲＳ送信の例を説明する図である。図７におい
て、横軸は、サブフレーム（時間）を表している。また、基地局装置１００が、ＳＲＳサ
ブフレームとして、サブフレームｎ-２、サブフレームｎ＋６を移動局装置２００へ設定
していることを示している。また、移動局装置２００が、基地局装置１００によって設定
されたサブフレームｎ-２で、Ｐ-ＳＲＳ（網線で示される）を送信していることを示して
いる。また、移動局装置２００が、基地局装置１００によって設定されたサブフレームｎ
＋６で、Ａ-ＳＲＳ（斜線で示される）を送信していることを示している。
【０１９５】
　すなわち、図７において、移動局装置２００は、基地局装置１００からＡ-ＳＲＳの送
信指示を含むＤＣＩフォーマット（PDCCHでも良い）が通知されたサブフレームの後の、
最初のＳＲＳサブフレーム（SRSを送信可能なサブフレーム）で、Ａ-ＳＲＳを基地局装置
１００へ送信する。
【０１９６】
　図７において、基地局装置１００は、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマット
を少なくとも１つ含む複数のＤＣＩフォーマットを、ある特定の期間において、移動局装
置２００へ通知することができる。すなわち、基地局装置１００は、複数の異なるＤＣＩ
フォーマットを、ある特定の期間において、移動局装置２００へ通知することができる。
図７では、基地局装置１００が、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットを少な
くとも１つは含む複数のＤＣＩフォーマット（第1のDCIフォーマット、第2のDCIフォーマ
ット、第3のDCIフォーマットで示される）それぞれを、サブフレームｎ-１、ｎ＋１、ｎ
＋５で、移動局装置２００へ通知していることを示している。
【０１９７】
　ここで、以下の説明では、ある特定の期間を、移動局装置２００が、ＳＲＳを基地局装
置１００へ送信した次のサブフレームから、再度、ＳＲＳを基地局装置１００へ送信する
サブフレームまでの期間として説明するが、上述したような期間であれば、同様の実施形
態が適用できることは勿論である。また、図７では、例として、基地局装置１００が、３
つのＤＣＩフォーマットを、ある特定の期間において、移動局装置２００へ通知している
が、基地局装置１００によって、ある特定の期間において通知されるＤＣＩフォーマット
は、いくつであってもいいことは勿論である。
【０１９８】
　ここで、基地局装置１００によって、移動局装置２００へ通知されるＤＣＩフォーマッ
トには、上述したようなＤＣＩフォーマットＡ、ＤＣＩフォーマットＢ、ＤＣＩフォーマ
ットＣが含まれる。また、基地局装置１００によって、移動局装置２００へ通知されるＤ
ＣＩフォーマットには、上述したようなＡ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマット
Ａ、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットＢ、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣ
ＩフォーマットＣが含まれる。
【０１９９】
　図７において、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットを少なくとも１つは含
む複数のＤＣＩフォーマットを、ある特定の期間において、基地局装置１００から通知さ
れた移動局装置２００は、複数のＤＣＩフォーマットのうち、所定のＤＣＩフォーマット
がＡ-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信する
ことができる。
【０２００】
　例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマ
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ットのうち、ＤＣＩフォーマットＡがＡ-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合には（A-SRS
の送信指示を含むDCIフォーマットAが通知された場合には、または、A-SRSの送信指示を
含むDCIフォーマットAを検出した場合には）、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信する
ことができる。
【０２０１】
　また、例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフ
ォーマットのうち、ＤＣＩフォーマットＢがＡ-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合には
（A-SRSの送信指示を含むDCIフォーマットBが通知された場合には、または、A-SRSの送信
指示を含むDCIフォーマットBを検出した場合には）、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送
信することができる。
【０２０２】
　また、例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフ
ォーマットのうち、ＤＣＩフォーマットＣがＡ-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合には
（A-SRSの送信指示を含むDCIフォーマットCが通知された場合には、または、A-SRSの送信
指示を含むDCIフォーマットCを検出した場合には）、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送
信することができる。
【０２０３】
　ここで、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、どのＤＣ
ＩフォーマットがＡ-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合に、移動局装置２００が、Ａ-Ｓ
ＲＳを送信するのかは、仕様等によって事前に定義される。すなわち、基地局装置１００
と移動局装置２００の間で、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマット
のうち、どのＤＣＩフォーマットがＡ-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合に、Ａ-ＳＲＳ
を送受信するのかが、事前に定義される。
【０２０４】
　また、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、どのＤＣＩ
フォーマットがＡ-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合に、移動局装置２００が、Ａ-ＳＲ
Ｓを送信するのかは、基地局装置１００によって、例えば、ＲＲＣシグナリングを使用し
て、設定されても良い。例えば、基地局装置１００は、移動局装置２００に対して、Ａ-
ＳＲＳの送信指示がＤＣＩフォーマットＡに含まれている場合には、Ａ-ＳＲＳを送信す
ることを、設定することができる。
【０２０５】
　また、図７において、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットを少なくとも１
つは含む複数のＤＣＩフォーマットを、ある特定の期間において、基地局装置１００から
通知された移動局装置２００は、複数のＤＣＩフォーマットのうち、所定のＤＣＩフォー
マットを優先し、優先したＤＣＩフォーマットがＡ-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合
には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる。
【０２０６】
　例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマ
ットのうち、ＤＣＩフォーマットＡを優先し、優先したＤＣＩフォーマットがＡ-ＳＲＳ
の送信指示を含んでいる場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができ
る。
【０２０７】
　また、例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフ
ォーマットのうち、ＤＣＩフォーマットＢを優先し、優先したＤＣＩフォーマットＢがＡ
-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信すること
ができる。
【０２０８】
　また、例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフ
ォーマットのうち、ＤＣＩフォーマットＣを優先し、優先したＤＣＩフォーマットＣがＡ
-ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信すること
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ができる。
【０２０９】
　ここで、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、移動局装
置２００が、どのＤＣＩフォーマットを優先するのかは、仕様等によって事前に定義され
る。すなわち、基地局装置１００が、複数のＤＣＩフォーマットを、ある特定の期間にお
いて、移動局装置２００へ通知した際に、移動局装置２００が、どのＤＣＩフォーマット
に従って動作するのかが、事前に定義される。すなわち、基地局装置１００と移動局装置
２００の間で、基地局装置１００から複数のＤＣＩフォーマットが通知された場合に、複
数のＤＣＩフォーマットのうち、どのＤＣＩフォーマットに従って動作するのかが、事前
に定義される。
【０２１０】
　また、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、移動局装置
２００が、どのＤＣＩフォーマットに従って動作するのかは、基地局装置１００によって
、例えば、ＲＲＣシグナリングを使用して、設定されても良い。例えば、基地局装置１０
０は、移動局装置２００に対して、ＤＣＩフォーマットＡに従って動作することを、設定
することができる。
【０２１１】
　例えば、基地局装置１００と移動局装置２００の間で、基地局装置１００から通知され
た複数のＤＣＩフォーマットのうち、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットＢ
を最も優先し、次に、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットＣを優先し、次に
、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットＡを優先することが、事前に定義され
る。すなわち、基地局装置１００と移動局装置２００の間で、基地局装置１００から複数
のＤＣＩフォーマットが通知された場合に、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマ
ットＢに従って動作することが、事前に定義される。
【０２１２】
　また、例えば、基地局装置１００と移動局装置２００の間で、基地局装置１００から通
知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、ＤＣＩフォーマットＣを最も優先し、次に、
Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットＣを優先し、次に、ＤＣＩフォーマット
Ａを優先し、次に、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットＡを優先し、次に、
ＤＣＩフォーマットＢを優先し、次に、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマット
Ｂを優先することが、事前に定義される。すなわち、基地局装置１００と移動局装置２０
０の間で、基地局装置１００から複数のＤＣＩフォーマットが通知された場合に、ＤＣＩ
フォーマットＣに従って動作することが、事前に定義される。
【０２１３】
　また、例えば、基地局装置１００と移動局装置２００の間で、基地局装置１００から通
知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、ＤＣＩフォーマットＢを最も優先し、次に、
ＤＣＩフォーマットＡを優先し、次に、ＤＣＩフォーマットＣを優先することが、事前に
定義されても良い。すなわち、ＤＣＩフォーマットＡ、ＤＣＩフォーマットＢ、ＤＣＩフ
ォーマットＣに対する優先度のみが、事前に定義されても良い。すなわち、基地局装置１
００と移動局装置２００の間で、基地局装置１００から複数のＤＣＩフォーマット（DCI
フォーマットA、DCIフォーマットB、DCIフォーマットC）が通知された場合に、複数のＤ
ＣＩフォーマットのうち、どのＤＣＩフォーマットに従って動作するのかが、事前に定義
されても良い。
【０２１４】
　例えば、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、ＤＣＩフ
ォーマットＢに従って動作することが事前に定義された移動局装置２００は、基地局装置
１００から通知されたＤＣＩフォーマットＢにＡ-ＳＲＳの送信指示が含まれている場合
には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる。すなわち、基地局装置１
００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、ＤＣＩフォーマットＢに従って動
作することが事前に定義された移動局装置２００は、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩ
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フォーマットＢに従って、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる。
【０２１５】
　また、例えば、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、Ｄ
ＣＩフォーマットＢに従って動作することが事前に定義された移動局装置２００は、基地
局装置１００から通知されたＤＣＩフォーマットＡおよび／またはＤＣＩフォーマットＣ
にＡ-ＳＲＳの送信指示が含まれていたとしても、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信し
ない。例えば、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、ＤＣ
ＩフォーマットＢに従って動作することが事前に定義された移動局装置２００は、Ａ-Ｓ
ＲＳの送信指示を含まないＤＣＩフォーマットＢによってスケジュールされたＰＵＳＣＨ
を使用して、上りリンクデータを基地局装置１００へ送信する。
【０２１６】
　また、図７において、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットを少なくとも１
つは含む複数のＤＣＩフォーマットを、ある特定の期間において、基地局装置１００から
通知された移動局装置２００は、ＳＲＳを送信するサブフレームの所定の数だけ前のサブ
フレーム（例えば、4サブフレーム前のサブフレーム）に最も近い（最近の、直前の、lat
estな）サブフレームで通知されたＤＣＩフォーマットが、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含んで
いる場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる。
【０２１７】
　すなわち、移動局装置２００は、ＳＲＳを送信するサブフレームの所定の数だけ前のサ
ブフレーム（例えば、4サブフレーム前のサブフレーム）に最も近いサブフレームで通知
されたＤＣＩフォーマットに従って、動作することができる。
【０２１８】
　例えば、図７において、ある特定の期間（例えば、サブフレームn-1からサブフレームn
+6までの期間）において、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットを少なくとも
１つは含む複数のＤＣＩフォーマットが通知された移動局装置２００は、サブフレームｎ
＋６で、Ａ-ＳＲＳを送信する。すなわち、移動局装置２００が、ＳＲＳを送信するサブ
フレームは、サブフレームｎ＋６である。
【０２１９】
　すなわち、図７において、移動局装置２００は、ＳＲＳを送信するサブフレーム（サブ
フレームn+6）の所定の数だけ前のサブフレーム（例えば、4サブフレーム前のサブフレー
ムn+2）に最も近いサブフレームで通知されたＤＣＩフォーマットが、Ａ-ＳＲＳの送信指
示を含んでいる場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる。すな
わち、移動局装置２００は、ＳＲＳを送信するサブフレーム（サブフレームn+6）の所定
の数だけ前のサブフレーム（例えば、4サブフレーム前のサブフレームn+2）に最も近いサ
ブフレームで通知されたＤＣＩフォーマットに従って、動作することができる。
【０２２０】
　すなわち、図７において、移動局装置２００は、ＳＲＳを送信するサブフレーム（サブ
フレームn+6）の所定の数だけ前のサブフレーム（例えば、4サブフレーム前のサブフレー
ムn+2）に最も近いサブフレームで通知された第２のＤＣＩフォーマットが、Ａ-ＳＲＳの
送信指示を含んでいる場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる
。すなわち、移動局装置２００は、ＳＲＳを送信するサブフレーム（サブフレームn+6）
の所定の数だけ前のサブフレーム（例えば、4サブフレーム前のサブフレームn+2）に最も
近いサブフレームで通知された第２のＤＣＩフォーマットに従って、動作することができ
る。
【０２２１】
　図７において、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、第
２のＤＣＩフォーマットに従って動作することを認識した移動局装置２００は、基地局装
置１００から通知された第２のＤＣＩフォーマットにＡ-ＳＲＳの送信指示が含まれてい
る場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる。すなわち、基地局
装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、第２のＤＣＩフォーマット
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に従って動作することを認識した移動局装置２００は、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含む第２
のＤＣＩフォーマットに従って、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる
。
【０２２２】
　また、例えば、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、第
２のＤＣＩフォーマットに従って動作することを認識した移動局装置２００は、基地局装
置１００から通知された第１のＤＣＩフォーマットＡおよび／または第３のＤＣＩフォー
マットＣにＡ-ＳＲＳの送信指示が含まれていたとしても、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００
へ送信しない。例えば、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのう
ち、第２のＤＣＩフォーマットに従って動作することを認識した移動局装置２００は、Ａ
-ＳＲＳの送信指示を含まない第２のＤＣＩフォーマットによってスケジュールされたＰ
ＵＳＣＨを使用して、上りリンクデータを基地局装置１００へ送信する。
【０２２３】
　また、図７において、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットを少なくとも１
つは含む複数のＤＣＩフォーマットを、ある特定の期間において、基地局装置１００から
通知された移動局装置２００は、ＳＲＳを送信するサブフレームに最も近い（最近の、直
前の、latestな）サブフレームで通知されたＤＣＩフォーマットが、Ａ-ＳＲＳの送信指
示を含んでいる場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる。
【０２２４】
　すなわち、移動局装置２００は、ＳＲＳを送信するサブフレームに最も近いサブフレー
ムで通知されたＤＣＩフォーマットに従って、動作することができる。
【０２２５】
　例えば、図７において、ある特定の期間（例えば、サブフレームn-1からサブフレームn
+6までの期間）において、Ａ-ＳＲＳの送信指示を含むＤＣＩフォーマットを少なくとも
１つ含む複数のＤＣＩフォーマットが通知された移動局装置２００は、サブフレームｎ＋
６で、Ａ-ＳＲＳを送信する。すなわち、移動局装置２００が、ＳＲＳを送信するサブフ
レームは、サブフレームｎ＋６である。
【０２２６】
　すなわち、図７において、移動局装置２００は、ＳＲＳを送信するサブフレーム（サブ
フレームn+6）に最も近いサブフレームで通知されたＤＣＩフォーマットが、Ａ-ＳＲＳの
送信指示を含んでいる場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる
。すなわち、移動局装置２００は、ＳＲＳを送信するサブフレーム（サブフレームn+6）
に最も近いサブフレームで通知されたＤＣＩフォーマットに従って、動作することができ
る。
【０２２７】
　すなわち、図７において、移動局装置２００は、ＳＲＳを送信するサブフレーム（サブ
フレームn+6）に最も近いサブフレームで通知された第３のＤＣＩフォーマットが、Ａ-Ｓ
ＲＳの送信指示を含んでいる場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することが
できる。すなわち、移動局装置２００は、ＳＲＳを送信するサブフレーム（サブフレーム
n+6）に最も近いサブフレームで通知された第３のＤＣＩフォーマットに従って、動作す
ることができる。
【０２２８】
　すなわち、図７において、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマット
のうち、第３のＤＣＩフォーマットに従って動作することを認識した移動局装置２００は
、基地局装置１００から通知された第３のＤＣＩフォーマットにＡ-ＳＲＳの送信指示が
含まれている場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信することができる。すなわ
ち、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、第３のＤＣＩフ
ォーマットに従って動作することを認識した移動局装置２００は、Ａ-ＳＲＳの送信指示
を含む第３のＤＣＩフォーマットに従って、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信するこ
とができる。
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【０２２９】
　また、例えば、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのうち、第
３のＤＣＩフォーマットに従って動作することを認識した移動局装置２００は、基地局装
置１００から通知された第１のＤＣＩフォーマットＡおよび／または第２のＤＣＩフォー
マットＣにＡ-ＳＲＳの送信指示が含まれていたとしても、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００
へ送信しない。例えば、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマットのう
ち、第３のＤＣＩフォーマットに従って動作することを認識した移動局装置２００は、Ａ
-ＳＲＳの送信指示を含まない第３のＤＣＩフォーマットによってスケジュールされたＰ
ＵＳＣＨを使用して、上りリンクデータを基地局装置１００へ送信する。
【０２３０】
　ここで、移動局装置２００が、ＳＲＳを送信するサブフレーム（SRSサブフレームでも
良い）は、ある特定の期間に含まれても良い。また、移動局装置２００が、ＳＲＳを送信
するサブフレーム（SRSサブフレームでも良い）は、ある特定の期間において、移動局装
置２００が、最後にＳＲＳを送信するサブフレーム（SRSサブフレームでも良い）であっ
ても良い。また、移動局装置２００が、ＳＲＳを送信するサブフレーム（SRSサブフレー
ムでも良い）は、Ｐ-ＳＲＳを送信するサブフレームが含まれる。また、移動局装置２０
０が、ＳＲＳを送信するサブフレーム（SRSサブフレームでも良い）は、Ａ-ＳＲＳを送信
するサブフレームが含まれる。
【０２３１】
　また、図７において、複数のＤＣＩフォーマットを、ある特定の期間において、基地局
装置１００から通知された移動局装置２００は、複数のＤＣＩフォーマットの全てがＡ-
ＳＲＳの送信指示を含んでいる場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信すること
ができる。
【０２３２】
　例えば、移動局装置２００は、基地局装置１００から通知された複数のＤＣＩフォーマ
ット（第1のDCIフォーマット、第2のDCIフォーマット、第3のDCIフォーマット）の全てに
Ａ-ＳＲＳの送信指示が含まれている場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信する
ことができる。
【０２３３】
　上記までに示したように、基地局装置１００が、複数のＤＣＩフォーマットを、ある特
定の期間において、移動局装置２００へ通知した際に、移動局装置２００が、所定のＤＣ
ＩフォーマットにＡ-ＳＲＳの送信指示が含まれている場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置
１００へ送信することによって、基地局装置１００と移動局装置２００の間で、移動局装
置２００によるＡ-ＳＲＳの送信が行なわれることを共有（認識）することができる。
【０２３４】
　また、基地局装置１００が、複数のＤＣＩフォーマットを、ある特定の期間において、
移動局装置２００へ通知した際に、移動局装置２００が、ＳＲＳを送信するサブフレーム
の所定の数だけ前のサブフレームに最も近いサブフレームで通知されたＤＣＩフォーマッ
トにＡ-ＳＲＳの送信指示が含まれている場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信
することによって、基地局装置１００と移動局装置２００の間で、移動局装置２００によ
るＡ-ＳＲＳの送信が行なわれることを共有（認識）することができる。
【０２３５】
　また、基地局装置１００が、複数のＤＣＩフォーマットを、ある特定の期間において、
移動局装置２００へ通知した際に、移動局装置２００が、複数のＤＣＩフォーマットの全
てにＡ-ＳＲＳの送信指示が含まれている場合には、Ａ-ＳＲＳを基地局装置１００へ送信
することによって、基地局装置１００と移動局装置２００の間で、移動局装置２００によ
るＡ-ＳＲＳの送信が行なわれることを共有（認識）することができる。
【０２３６】
　基地局装置１００は、移動局装置２００から送信されるＡ-ＳＲＳに基づいて、移動局
装置２００をスケジューリングし、例えば、ＰＵＳＣＨリソースの割り当てやＰＵＳＣＨ
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に施すべき変調方式、符号化率の決定などを行なうことができる。すなわち、基地局装置
１００によって、移動局装置２００に対する効率的なスケジューリングを行なうことがで
きる。
【０２３７】
　また、本発明は、以下のような態様を採ることも可能である。すなわち、本発明の移動
通信システムは、基地局装置と移動局装置から構成される移動通信システムであって、前
記基地局装置は、サウンディングリファレンスシグナルの送信指示を含む下りリンク制御
情報フォーマットを、少なくとも１つは含む複数の下りリンク制御フォーマットを、同一
サブフレームで、前記移動局装置へ通知し、前記移動局装置は、前記複数の下りリンク制
御フォーマットのうち、所定の下りリンク制御フォーマットが、サウンディングリファレ
ンスシグナルの送信指示を含んでいる場合には、サウンディングリファレンスシグナルを
前記基地局装置へ送信することを特徴としている。
【０２３８】
　また、基地局装置と移動局装置から構成される移動通信システムであって、前記基地局
装置は、複数の下りリンク制御フォーマットを、同一サブフレームで、前記移動局装置へ
通知し、前記移動局装置は、前記複数の下りリンク制御フォーマットの全てが、サウンデ
ィングリファレンスシグナルの送信指示を含んでいる場合には、サウンディングリファレ
ンスシグナルを前記基地局装置へ送信することを特徴としている。
【０２３９】
　また、前記移動局装置が、サウンディングリファレンスシグナルを前記基地局装置へ送
信するサブフレームは、前記移動局装置が、前記基地局装置から前記複数の下りリンク制
御情報フォーマットを通知されたサブフレームの所定後のサブフレームであることを特徴
としている。
【０２４０】
　また、前記移動局装置が、サウンディングリファレンスシグナルを前記基地局装置へ送
信するサブフレームは、前記基地局装置によって、セル固有に、前記移動局装置へ設定さ
れることを特徴としている。
【０２４１】
　また、基地局装置と移動局装置から構成される移動通信システムであって、前記基地局
装置は、サウンディングリファレンスシグナルの送信指示を含む下りリンク制御情報フォ
ーマットを、少なくとも１つは含む複数の下りリンク制御フォーマットを、ある特定の期
間において、前記移動局装置へ通知し、前記移動局装置は、前記複数の下りリンク制御フ
ォーマットのうち、所定の下りリンク制御フォーマットが、サウンディングリファレンス
シグナルの送信指示を含んでいる場合には、サウンディングリファレンスシグナルを前記
基地局装置へ送信することを特徴としている。
【０２４２】
　また、基地局装置と移動局装置から構成される移動通信システムであって、前記基地局
装置は、サウンディングリファレンスシグナルの送信指示を含む下りリンク制御情報フォ
ーマットを、少なくとも１つは含む複数の下りリンク制御フォーマットを、ある特定の期
間において、前記移動局装置へ通知し、前記移動局装置は、サウンディングリファレンス
シグナルを送信するサブフレームの所定の数だけ前のサブフレームに最も近いサブフレー
ムで通知された下りリンク制御フォーマットが、サウンディングリファレンスシグナルの
送信指示を含んでいる場合には、サウンディングリファレンスシグナルを前記基地局装置
へ送信することを特徴としている。
【０２４３】
　また、基地局装置と移動局装置から構成される移動通信システムであって、前記基地局
装置は、複数の下りリンク制御フォーマットを、ある特定の期間において、前記移動局装
置へ通知し、前記移動局装置は、前記複数の下りリンク制御フォーマットの全てが、サウ
ンディングリファレンスシグナルの送信指示を含んでいる場合には、サウンディングリフ
ァレンスシグナルを前記基地局装置へ送信することを特徴としている。
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【０２４４】
　また、前記ある特定の期間は、前記移動局装置が、サウンディングリファレンスシグナ
ルを前記基地局装置へ送信した次のサブフレームから、再度、サウンディングリファレン
スシグナルを前記基地局装置へ送信するサブフレームまでの期間を含むことを特徴として
いる。
【０２４５】
　また、前記移動局装置が、サウンディングリファレンスシグナルを前記基地局装置へ送
信するサブフレームは、前記基地局装置によって、セル固有に、前記移動局装置へ設定さ
れることを特徴としている。
【０２４６】
　また、前記サウンディングリファレンスシグナルの送信指示を含む下りリンク制御情報
フォーマットは、移動局装置固有検索領域に配置されることを特徴としている。
【０２４７】
　また、前記サウンディングリファレンスシグナルの送信指示を含む下りリンク制御情報
フォーマットは、共通検索領域に配置されることを特徴としている。
【０２４８】
　また、基地局装置と移動局装置から構成される移動通信システムにおける基地局装置で
あって、サウンディングリファレンスシグナルの送信指示を含む下りリンク制御情報フォ
ーマットを、少なくとも１つは含む複数の下りリンク制御フォーマットを、同一サブフレ
ームで、前記移動局装置へ通知する手段と、前記複数の下りリンク制御フォーマットのう
ち、所定の下りリンク制御フォーマットが、サウンディングリファレンスシグナルの送信
指示を含んでいる場合には、サウンディングリファレンスシグナルを前記移動局装置から
受信する手段と、を備えることを特徴としている。
【０２４９】
　また、基地局装置と移動局装置から構成される移動通信システムにおける基地局装置で
あって、サウンディングリファレンスシグナルの送信指示を含む下りリンク制御情報フォ
ーマットを、少なくとも１つは含む複数の下りリンク制御フォーマットを、ある特定の期
間において、前記移動局装置へ通知する手段と、前記複数の下りリンク制御フォーマット
のうち、所定の下りリンク制御フォーマットが、サウンディングリファレンスシグナルの
送信指示を含んでいる場合には、サウンディングリファレンスシグナルを前記移動局装置
から受信する手段と、を備えることを特徴としている。
【０２５０】
　また、基地局装置と移動局装置から構成される移動通信システムにおける移動局装置で
あって、サウンディングリファレンスシグナルの送信指示を含む下りリンク制御情報フォ
ーマットを、少なくとも１つは含む複数の下りリンク制御フォーマットを、同一サブフレ
ームで、前記基地局装置から通知される手段と、前記複数の下りリンク制御フォーマット
のうち、所定の下りリンク制御フォーマットが、サウンディングリファレンスシグナルの
送信指示を含んでいる場合には、サウンディングリファレンスシグナルを前記基地局装置
へ送信する手段と、を備えることを特徴としている。
【０２５１】
　また、基地局装置と移動局装置から構成される移動通信システムにおける移動局装置で
あって、サウンディングリファレンスシグナルの送信指示を含む下りリンク制御情報フォ
ーマットを、少なくとも１つは含む複数の下りリンク制御フォーマットを、ある特定の期
間において、前記基地局装置から通知される手段と、前記複数の下りリンク制御フォーマ
ットのうち、所定の下りリンク制御フォーマットが、サウンディングリファレンスシグナ
ルの送信指示を含んでいる場合には、サウンディングリファレンスシグナルを前記基地局
装置へ送信する手段と、を備えることを特徴としている。
【０２５２】
　また、基地局装置と移動局装置から構成される移動通信システムにおける基地局装置の
通信方法であって、サウンディングリファレンスシグナルの送信指示を含む下りリンク制
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御情報フォーマットを、少なくとも１つは含む複数の下りリンク制御フォーマットを、同
一サブフレームで、前記移動局装置へ通知し、前記複数の下りリンク制御フォーマットの
うち、所定の下りリンク制御フォーマットが、サウンディングリファレンスシグナルの送
信指示を含んでいる場合には、サウンディングリファレンスシグナルを前記移動局装置か
ら受信することを特徴としている。
【０２５３】
　また、基地局装置と移動局装置から構成される移動通信システムにおける基地局装置の
通信方法であって、サウンディングリファレンスシグナルの送信指示を含む下りリンク制
御情報フォーマットを、少なくとも１つは含む複数の下りリンク制御フォーマットを、あ
る特定の期間において、前記移動局装置へ通知し、前記複数の下りリンク制御フォーマッ
トのうち、所定の下りリンク制御フォーマットが、サウンディングリファレンスシグナル
の送信指示を含んでいる場合には、サウンディングリファレンスシグナルを前記移動局装
置から受信することを特徴としている。
【０２５４】
　また、基地局装置と移動局装置から構成される移動通信システムにおける移動局装置の
通信方法であって、サウンディングリファレンスシグナルの送信指示を含む下りリンク制
御情報フォーマットを、少なくとも１つは含む複数の下りリンク制御フォーマットを、同
一サブフレームで、前記基地局装置から通知され、前記複数の下りリンク制御フォーマッ
トのうち、所定の下りリンク制御フォーマットが、サウンディングリファレンスシグナル
の送信指示を含んでいる場合には、サウンディングリファレンスシグナルを前記基地局装
置へ送信することを特徴としている。
【０２５５】
　また、基地局装置と移動局装置から構成される移動通信システムにおける移動局装置の
通信方法であって、サウンディングリファレンスシグナルの送信指示を含む下りリンク制
御情報フォーマットを、少なくとも１つは含む複数の下りリンク制御フォーマットを、あ
る特定の期間において、前記基地局装置から通知され、前記複数の下りリンク制御フォー
マットのうち、所定の下りリンク制御フォーマットが、サウンディングリファレンスシグ
ナルの送信指示を含んでいる場合には、サウンディングリファレンスシグナルを前記基地
局装置へ送信することを特徴としている。
【０２５６】
　以上説明した実施形態は、基地局装置１００および移動局装置２００に搭載される集積
回路／チップセットにも適用される。また、以上説明した実施形態において、基地局装置
１００内の各機能や、移動局装置２００内の各機能を実現するためのプログラムをコンピ
ュータ読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコン
ピュータシステムに読み込ませ、実行することにより基地局装置１００や移動局装置２０
０の制御を行なっても良い。なお、ここでいう「コンピュータシステム」とは、ＯＳや周
辺機器等のハードウェアを含むものとする。
【０２５７】
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気
ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ-ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハー
ドディスク等の記憶装置のことをいう。更に「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」と
は、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信
する場合の通信線のように、短時間の間、動的にプログラムを保持するもの、その場合の
サーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリのように、一定時
間プログラムを保持しているものも含むものとする。また上記プログラムは、前述した機
能の一部を実現するためのものであっても良く、更に前述した機能をコンピュータシステ
ムに既に記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０２５８】
　以上、この発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も特許請
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【符号の説明】
【０２５９】
１００　基地局装置
１０１　データ制御部
１０２　送信データ変調部
１０３　無線部
１０４　スケジューリング部
１０５　チャネル推定部
１０６　受信データ復調部
１０７　データ抽出部
１０８　上位層
１０９　アンテナ
１１０　無線リソース制御部
２００、２００-１～２００-３　移動局装置
２０１　データ制御部
２０２　送信データ変調部
２０３　無線部
２０４　スケジューリング部
２０５　チャネル推定部
２０６　受信データ復調部
２０７　データ抽出部
２０８　上位層
２０９　アンテナ
２１０　無線リソース制御部
【図１】 【図２】
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